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例　言

１．　本書は、宅地造成工事に伴う剣崎稲荷塚遺跡の埋蔵文化財調査報告書である。

２．　本遺跡は、群馬県高崎市剣崎町字稲荷塚 767番地に所在している。

３．　本調査および整理作業は、五十嵐紀子氏・高崎市・有限会社毛野考古学研究所による三者協定を締結

し、高崎市教育委員会の指導のもと、委託を受けた有限会社毛野考古学研究所が実施した。

４．　発掘調査から整理作業を経て本書刊行に至る経費は、五十嵐紀子氏に負担して頂いた。

５．　発掘調査は、石丸敦史（有限会社毛野考古学研究所）が担当し、空撮は小出拓磨（有限会社毛野考古

学研究所）が行った。整理調査は、石丸（平成 28年３月まで）の助言のもと遺物実測は高橋清文・

有山径世・浅間陽・小此木真理・李スルチョロン（有限会社毛野考古学研究所）、遺物写真撮影を井

上太（有限会社毛野考古学研究所）、編集を伊藤順一（有限会社毛野考古学研究所）が行った。

６．　発掘調査・整理作業は平成 27年 10 月１日～平成 28年７月 25日の期間で実施した。

７．　本遺跡は、高崎市教育委員会の遺跡番号で「657」である。

８．　本書の執筆についてはⅠを矢島浩、それ第Ⅱ～Ⅴ章を石丸、第Ⅵ章を伊藤が行った。

９．　本書に関わる資料は、一括して高崎市教育委員会が保管している。

10.　  発掘調査・整理作業に携わった方々は以下の通りである。

　　　【発掘調査】

　　　岡庭秋男　亀田浩子　小関泰洋　設楽和也　永井述史　橋本祐児　松本幸男　森山孝男

　　　【遺構測量】　小出拓磨（有限会社毛野考古学研究所）　

　　　【整理作業】

　　　井口ヒロ子　磯洋子　亀田浩子　瀬尾則子　関小百合　森山恵子　渡辺博子　　　　　　

凡　例

１．　挿図中の北方位は座標北を、断面水準線数値は海抜標高を示す。座標は世界測地系を用いている。

２．　遺構図および遺物実測図の縮尺については、図中にスケールを付して表示した。

３．　土器の色調観察は『新版　標準土色帖』（農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修　

2006）を用いた。

４．　土層説明における含有物の量は、多量（50～ 30％）・中量（25～ 15％）・少量（10～５％）・微量（１

～３％）と表記した。

５．　本書掲載の第１図は高崎市発行 1/2,500「高崎市都市計画基本図」、第２図は、国土地理院発行

1/20,000 地形図「長野」・「宇都宮」、第３図は国土地理院発行 1/25,000地形図「高崎」を一部改変引

用した。

６．　遺構略称は、竪穴建物跡：ＳＩ、溝：ＳＤ、土坑：ＳＫ、ピット：Ｐとした。

７．　遺物実測図におけるトーンは以下のとおりである。それ以外については図中に明記した。

：還元焔焼成断面 ：灰釉陶器断面 ：灰釉・赤彩 ：黒色処理
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Ⅰ　調査に至る経緯

第１図　調査区位置図

　平成 27年７月、土地所有者五十嵐紀子氏と施工責任者である株式会社ハウスプランナーから、高崎市剣

崎町において計画している宅地造成工事に先立つ埋蔵文化財の照会が市教育委員会文化財保護課（以下、市

教委と略）にあった。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である剣崎稲荷塚遺跡内に所在するため、工事に際

しては協議が必要である旨を回答した。同年７月 28日には、市教委へ埋蔵文化財試掘（確認）調査依頼書

が提出され、同年８月 11日に試掘（確認）調査を実施した。その結果、縄文時代から古墳時代の竪穴建物

を確認した。この結果をもとに開発者と市教委で協議したが、現状保存は困難との結論に達し、発掘調査の

記録保存の措置を講ずることで合意した。なお遺跡名については「剣崎稲荷塚遺跡５」とした。同年９月

28日に文化財保護法に基づく届出が提出された。

　発掘調査は「群馬県内の記録保存を目的とする埋蔵文化財の発掘調査における民間調査組織導入事務取扱

要項」に順じ、平成 27年９月 24日に五十嵐紀子氏と民間調査機関有限会社毛野考古学研究所との間で契約

を締結、また同日に五十嵐紀子氏・有限会社毛野考古学研究所・市教委での三者協定も締結し、調査の実施

にあたって市教委が指導・監督することとなった。
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Ⅱ　地理的・歴史的環境

１　地理的環境

　剣崎稲荷塚遺跡は、東流する烏川と碓氷川とに挟まれた八幡台地上に位置する。その八幡台地は、西から

続く秋間丘陵の先端にあたり、その南北両側を流れる烏川と碓氷川によって急峻な河岸段丘が形成されてい

る。八幡台地は東西にのびる小支谷によって３つに分けられ、北から「剣崎支台」、「若田支台」、「八幡支台」

と呼ばれることもある。剣崎稲荷塚遺跡は、剣崎支台に位置し、北側には烏川によって形成された急峻な崖

がひかえている。ただし剣崎支台は南北両側から入り込む小支谷によって東西に分かれ、本遺跡は東側の島

状台地上に位置する。

　本調査区は台地鞍部の最高所に位置し、その標高は約 135ｍを計測する。台地鞍部の幅は約 100ｍあり、

そこから南北両側へ急激に比高を減じている。1970年代までは多くは畑地として利用されていたが、現在

では住宅地が密集し、区画も大きく整備されている。そのため大きな地形の改変こそないものの、微地形の

観察は困難になりつつある。

第２図　遺跡の位置

　八幡台地は、碓氷の谷を抜けて関東平野への入り口に位置し、交通の要衝となった地である。とくに東山

道駅路の「牛堀・矢ノ原ルート」と「国府ルート」との分岐点と目されており、その交通路と八幡台地上の

遺跡群との関連は注目される。

　八幡台地では剣崎長瀞西遺跡や八幡遺跡など弥生時代後期に大規模な集落を形成するが、古墳時代前期に

は一端その規模は縮小する。そして再び大きく展開するようになるのは古墳時代中期からで、それ以降の展

開は交通路との関連が考えられるようになる。

　まず古墳時代中期、５世紀後半（～末葉）に八幡台地において初の大型前方後円墳である平塚古墳が築造

烏川烏川

碓氷
川

碓氷
川
剣崎稲荷塚遺跡剣崎稲荷塚遺跡

榛名山榛名山

赤城山赤城山

群馬県
高崎市

２　歴史的環境
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される。その埋葬施設には舟形石棺を用いており、広く上野地域における首長間ネットワークを有した人物

が想定される。この平塚古墳は碓氷川に面した八幡支台上に立地しているが、その背後の若田支台上には大

規模集落跡である八幡中原遺跡が展開し、剣崎支台上には渡来系の墓制と文物を有する剣崎長瀞西古墳群が

ある。そのあり方から平塚古墳の首長を頂点として、その下に渡来系集団を組織した状況が想定される。渡

来系集団が八幡台地に居住した背景には、この地が交通の要衝であったことが挙げられるだろう。

　古墳時代後期には八幡二子塚古墳、そして八幡観音塚古墳が築造される。とくに八幡観音塚古墳は巨石で

構成される大型の横穴式石室を有し、またその副葬品は多量でかつ優品が主体を占めている。このような新

来の石室構築技術を取り入れ、また豊富で豪華な副葬品を有する首長は、交通路と大いに関係した人物像が

想像される。

　古代では、近年の調査成果によりこの八幡台地上に片岡郡衙が置かれた可能性が高くなっている。八幡中

原遺跡（３次・５次調査）では、掘込地業を伴う礎石建物跡が確認された。同様の掘込地業は七五三引遺跡

でも認められており、この一帯に礎石建物跡群が展開していたことが想定される。また八幡六枚遺跡からは

「片岡郡」と線刻された須恵器甕片が出土している。古代においてもこの台地が政治的に重要な地であった

ことがわかる。

　剣崎稲荷塚遺跡では９～ 11世紀代の遺構が主体をなしており、その集落の主体となる時期は他より遅れ

ている。特筆される事項として、１次調査２号住居からは 11世紀代所産とされる小金銅像が出土している。

1.剣崎稲荷塚遺跡　2.剣崎稲荷塚遺跡２　3.剣崎稲荷塚遺跡３　4.剣崎稲荷塚遺跡４　5.剣崎稲荷塚遺跡５　6．若田大塚古墳　7.楢ノ木古墳　8.若田原遺跡群　9.剣崎長瀞西遺
跡　10.剣崎長瀞西古墳　11.大島原遺跡　12.剣崎天神山古墳　13.引間Ⅰ・Ⅱ遺跡　14.引間Ⅲ遺跡　15.上豊岡引間Ⅳ遺跡　16.引間Ⅴ遺跡　17.上豊岡引間遺跡６　18.豊岡後原Ⅰ・Ⅱ
遺跡　19.下豊岡後原Ⅲ遺跡　20．若田屋敷裏Ⅰ・Ⅱ遺跡　21．八幡中原遺跡第１次調査地点　22．八幡中原遺跡２　23．八幡中原遺跡３　24．八幡中原遺跡4　25．八幡中原遺跡5　26．
七五三引遺跡　27．剣崎六万坊遺跡　28.八幡六枚遺跡　29.四ノ市遺跡　30.八幡遺跡　31.平塚古墳　32.二子塚古墳　八幡二子塚遺跡　33.観音塚古墳　34.龍的塚古墳
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Ⅲ　調査の方法と経過

表土除去は、0.25㎥バックホーを用いて行った。それぞれ表土除去後、人力による遺構検出および遺構掘

削を行った。遺構掘削は、適宜ベルト設定および半截を行い、土層堆積状況を記録した。

　遺構測量は、トータルステーションおよび電子平板を用い、平面図および断面図を作成した。座標は世界

測地系を使用した。遺構写真は、調査の進捗状況に応じて行い、35mmモノクロ・35mmカラーリバーサル・

デジタルカメラ（1,200万画素相当）を使用した。

　遺物接合は、溶剤系接着剤（セメダイン C）を用い、エポキシ系樹脂で部分的に補強した。遺物の写真撮影は、

センサーサイズ APS-Cのものを使用した（Nikon D7000）。遺構・遺物トレース、写真加工、版組はそれぞれ

Adobe IllustratorCS6、Adobe PhotoshopCS6、Adobe InDesignCS6 を使用した。

１　調査の方法

２　調査の経過概要

　現地での発掘調査は 2015年 10 月１日～ 2015年 12 月 20 日まで行った。

10月 14 日：重機による表土除去作業。15日：重機による表土除去作業完了。４次調査完了まで待機。

11月９日：作業員による遺構検出作業開始。10日：遺構掘削作業開始。調査区南部から開始する。21日： 

調査区西部の調査を開始。12月４日：調査区北部の調査を開始。16日：遺構掘削完了。高崎市教育委員会

による完了検査。17日：空撮。19日：埋め戻し作業開始。20日：埋め戻し作業完了。現場作業を全て完了

する。

Ⅳ　基本層序

　基本層序は調査区西端で確認した。Ⅰ層は耕作土層で As-A・As-Bを包含し、その層高は約 80cmである。

As-Bの１次堆積層は非常に部分的でほぼ確認できない。Ⅰ層下部には As-Bを含まない粘性のある黒褐色土

が部分的に認められたが、堆積が安定しておらず、その土層からの遺構の掘り込みは必ずしも確認できなかっ

た。Ⅱ層は黒褐色土層とローム層との漸移層で、その上面を弥生時代以降の遺構確認面とした。縄文時代遺

構はローム層であるⅢ層上面で確認できる。古墳時代遺構の竪穴建物跡の掘方は深いものでⅣ層中まで掘り

込まれる。縄文時代土坑はおおむねⅥ層中まで掘り込まれており、その覆土もⅥ層に類似した色調を呈する。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ．黒褐色土層 しまりややあり、粘性ややあり。As-A・As-Bを多く含む。

表土層。

Ⅰ・Ⅱ層の間に粘性のある黒褐色土層を含む箇所あり。

Ⅱ．暗褐色土層 しまりあり、粘性あり。黒褐色土を主体とし、ロームブロックを

含む。黒褐色土層とローム層との漸移層。

Ⅲ．暗黄褐色土層　しまり強い、粘性あり。ローム層。Ⅳ層より暗色を帯びる。

Ⅳ．黄褐色土層 しまりやや弱い、粘性あり。ローム層。上面の一部に As-YPが認め

られる箇所あり。

Ⅴ．にぶい黄橙色土層　しまりやや弱い、粘性あり。相対的に白色を帯びる。

Ⅵ．灰褐色土層 しまり強い、粘性強い。 

0 1m（1：40）

135.4m

第４図　基本層序
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第５図　遺跡全体図
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Ⅴ　検出された遺構と遺物

１　遺跡の概要

　本調査区は、台地鞍部に位置しこの一帯における最高所に位置する。調査区内における顕著な地形の変化

は認められなかったが、わずかに北へ向かって下がっており、調査区北側は一段落ち込んでいる。

　調査した遺構は竪穴住居跡 21棟・溝２条・土坑 47基・ピット 66基である。調査区東部には縄文土坑群

が南北に広がっている。調査区西部には大型の溝（SD-2）が掘削されているが、覆土には縄文土器の包含が

少なく、本来的に縄文時代の遺構は展開していなかったと判断される。縄文時代に帰属する遺構の覆土は暗

黄褐色土を主体としており、地山ローム層と類似した色調を呈しているため、平面検出時には非常に認識し

づらい。また弥生時代以降の遺構が基本層序Ⅱ層上面で確認されるのに対して、縄文時代遺構は基本層序Ⅲ

層で視認されるようになる。

　弥生時代の住居跡が１棟確認されている。全体的にも遺物量は少なく、当該期の遺構は周囲へは広がらな

いものと推測される。

　古墳時代の遺構は中期の住居跡２棟、溝１条が確認された。住居跡は散在しており、密な分布は示してい

ないようである。溝（SD-2）は大型で、L 字に屈曲しており、それと住居跡との関連が留意される。

　古代住居跡群も調査区東部に密に重複しながら展開している。調査区東部では１棟確認できたのみである

が、SD-2号溝覆土の軟弱な地盤を避けているだけの可能性もあり、西側へも展開している可能性はある。

２　住居跡

0 1m（1：30）
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1
2

3
S

SI-1 カマド
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量含む。
2 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量、焼土微量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土微量含む。

SI －１号住居跡（遺構：

第６・７図、ＰＬ３/ 遺

物：第 30・31 図、第４・

10 表、ＰＬ８）

時期：古墳時代中期後

半。規模：長軸 6.5 ｍ、

短軸 [6.3] ｍ、深さ 0.2

ｍ。主軸方位：Ｎ－ 154

°－Ｗ。形態：平面方

形を呈する。南東隅角部

分はわずかに隅丸状とな

る。検出状況：壁面は地

山ローム層を成形してお

り、遺構プランは明瞭に

検出された。重複関係：

SK-33 号 土 坑 → SI-1 号 第６図　SI －１号住居跡カマド

住居→ SK-5 号土坑・SK-41 号土坑。覆土堆積状況：後世の浅い掘り込みがいくつか確認されたが、暗褐色土

を主体とした自然堆積である。燃焼施設：カマドを竪穴南壁の中央東寄りに設ける。竪穴壁面は掘り込まず、
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ロームによって構築する。焚口天井および袖には礫を用いている。土坑・ピット：４本主柱穴を四方に配す

る。貯蔵穴は確認されなかった。主柱穴には抜き取り痕は認められなかった。付帯施設：東壁南側にはロー

ムによって方形枠状に盛られており、入り口施設と考えられる。壁周溝が北壁および南壁に認められ、間仕

切り状の溝も確認される。掘方：一部で土坑状の掘り込みを確認したが、竪穴全体を床面構築のために掘り

下げていた。遺物出土状況：遺物はおもにカマド周辺から出土している。その出土状況は使用・廃棄状況を

顕著に示すものではなく、崩壊・削平を受けたものと想定される。カマド両脇には壺などの貯蔵具が、前面

からは甑が、カマド内からは高坏などが出土している。

0 2m（1：60）

掘方

2

Ａ

Ａ′

Ａ
134.60

Ａ′

1 2 3 4
56

7 8

SI-1
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック多量、焼土微量含む。
6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック多量、焼土少量含む。
7 黄褐色 しまり強、粘性あり。 ロームブロック多量含む。貼床。
8 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量含む。ピット覆土。

第７図　SI －１号住居跡
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SI －２号住居跡（遺構：第８図 / 遺物：第 32図、第４・10表、ＰＬ８）

時期：弥生時代後期。規模：長軸 6.2 ｍ、短軸 [1.3] ｍ、深さ 0.7 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 74°－Ｅ。形態：平

面隅丸方形と想定される。検出状況：重複する遺構があったものの、地山ローム層を成形しており、遺構

プランは比較的明瞭に検出された。重複関係：SK-43 号土坑・SK-44 号土坑・SK-45 号土坑→ SI-2 号住居→

SI-7 号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：炉などの燃焼施設および

それに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：柱穴が竪穴西部中央で検出された。付帯施設：壁周溝

が部分的に検出された。また完掘は出来なかったが、北壁から南へのびる間仕切り状の溝が１条確認された。

掘方：確認されず、地山ローム層の上に貼床を施していた。遺物出土状況：遺物は上層から土師器・須恵器

片が出土したものの、最下層からは弥生土器片が少量出土した。

第８図　SI －２号住居跡

SI －３号住居跡（遺構：第９図、ＰＬ３/ 遺物：第 32図、第４・10表、ＰＬ９）

時期：古墳時代中期後半。規模：長軸 6.3 ｍ、短軸 [3.0] ｍ、深さ 0.3 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 74°―Ｅ。形態：

平面方形を呈する。検出状況：重複する遺構があったものの、地山ローム層を成形しており、遺構プランは

比較的明瞭に検出された。重複関係：SI-3号→ SI-21号住居・SD-1号溝が、SI-22号住居とは明確には把握

0 2m（1：60）

3

Ａ

Ａ
′

Ａ
13
5.2
0

Ａ
′

1 2

3
3

4
5

6
7

8

9

10

11
12

13

14

SI
-7

SI-２   
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子少量含む。掘り込みか。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子多量含

む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子小量、白色粒子微量含

む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量、白色粒子少

量含む。
6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量、白色粒子少

量含む。
7 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子微量含む。
8 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
9 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
10 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
11 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。間仕切

り溝覆土。
12 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量含む。ピット

覆土。
13 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子多量含む。別遺構掘り込

み。
14 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量、ローム粒子

少量、白色粒子多量含む。土坑覆土。



－ 9 －

できなかった。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施

設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：主柱穴と考えられる柱穴が２基検出された。

竪穴北東部から土坑が１基検出され、貯蔵穴と判断される。掘方：一部で土坑状の掘り込みを確認したが、

竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出土状況：遺物はまとまっては出土しておらず、覆土中

から出土している。

第９図　SI －３号住居跡

SI －４号住居跡（遺構：第 10図、ＰＬ３/ 遺物：第 31図、第４・10表、ＰＬ９）

時期：10世紀後半。規模：長軸 [4.6] ｍ、短軸 [2.3] ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 85°－Ｅ。形態：

平面隅丸方形を呈する。検出状況：壁面は地山ローム層を成形しており、遺構プランは明瞭に検出された。

重複関係：SK-13 号土坑→ SI-5 号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：炉・

0 2m（1：60）

掘方
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1
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4
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9

SD
-1

7 8 9

SI-3   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 As-A 多量、As-B 多量含む。表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、ロームブロック微量、白色粒子微量含む。 SI-21 ピットか。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子多量含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量含む。
6 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
7 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 As-B 微量含む。
8 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
9 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。掘方。
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カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。

付帯施設：南端部は一段高くなり、堅緻な床面をなしていないが、覆土が連続するため張り出し等の施設に

なるか。掘方：確認されず、地山ローム層を成形することによって床面を構築している。遺物出土状況：遺

物はまとまっては出土しておらず、覆土中から出土している。

0 2m（1：60）
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13
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Ａ
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1 2 3 4

SI-4
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子多量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ローム

ブロック少量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、ローム

ブロック多量含む。

第 10 図　SI －４号住居跡

SI －５号住居跡（遺構：第 11図、ＰＬ４/ 遺物：第 32図、第４・５・10表、ＰＬ９）

時期：10 世紀。規模：長軸 2.4 ｍ、短軸 0.9 ｍ、深さ 0.3 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。形態：平面方形

と想定される。検出状況：壁面は地山ローム層を成形しているが、SI-6号住居との重複が床面レベルまで

掘削した時点で判別できた。重複関係：SI-14 号住居→ SI-5 号住居→ SI-6 号住居。覆土堆積状況：暗褐色

土を主体とし、自然堆積と想定される。燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出

されなかった。土坑・ピット：竪穴北西隅からピットが１基検出されたが、その深さは 15cmに止まる。掘方：

竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出土状況：遺物はまとまっては出土していない。床面の

高さまで掘削した時点で判別できた住居跡のため、本遺構に明確に帰属する遺物は抽出できなかった。

SI －６号住居跡（遺構：第 11図、ＰＬ４/ 遺物：第 32図、第５・10表、ＰＬ９）

時期：10世紀後半。規模：長軸 2.4 ｍ、短軸 2.5 ｍ、深さ 0.2 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。形態：平面

方形を呈する。検出状況：南壁から東壁にかけて遺構覆土を掘削して壁面を構築しているため、遺構プラ

ンは不明瞭であった。重複関係：SI-14 号住居・SI-16 号住居→ SI-5 号住居→ SI-6 号住居。覆土堆積状況：

暗褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：カマドが東壁中央で検出された。残存度は低く、掘り込

みおよび焼土が検出されたが、構築土は明瞭には確認できなかった。燃焼部は壁面を掘り込んで構築してい
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たが、煙道の立ち上がりについては明瞭には検出できなかった。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。

掘方：一部で土坑状の掘り込みを確認したが、竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出土状況：

遺物はまとまっては出土しておらず、いずれも覆土中から出土した。

SI － 14 号住居跡（遺構：第 11図、ＰＬ４/ 遺物：第 33図、第６・10表、ＰＬ 10）

時期：10 世紀。規模：長軸 (3.8) ｍ、短軸 (3.6) ｍ、深さ 0.1 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 104°－Ｅ。形態：平面

方形を呈する。検出状況：掘り込みは浅かったものの壁面は地山ローム層を成形しており、遺構プランは明

瞭に検出された。重複関係：SI-5 号住居・SI-6 号住居→ SI-14 号住居。覆土堆積状況：暗褐色土を主体とし、

自然堆積と想定される。燃焼施設：カマドが竪穴東壁から１基検出された。燃焼部は竪穴壁面を掘り込んで

構築している。土坑・ピット：竪穴内からピット１基、竪穴外からピット２基検出された。掘方：一部で土

坑状の掘り込みが確認されたが、竪穴全体を掘り込んでいる。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっては出

土していない。

第 11 図　SI －５・６・14 号住居跡
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SI-5・SI-6
1 黒褐色 しまりなし、粘性あり。 As-B 多量含む。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、炭微量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土微量含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量含む。

SI-14 カマド   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 焼土少量含む。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、炭少量含む。

掘方

SI －７号住居跡（遺構：第 12図、ＰＬ４/ 遺物：第 32・33 図、第５・10表、ＰＬ９）

時期：10世紀前半。規模：長軸 [3.4] ｍ、短軸 (2.8) ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 104°－Ｅ。形態：

平面方形を呈する。検出状況：西半は地山ローム層を掘り込んで壁面を構築しているため遺構プランは明瞭



－ 1 2－

に検出されたが、東半は遺構覆土を掘り込んでいるため不明瞭であった。顕著な床硬化面も検出できなかっ

たため、土層の観察によって規模を確定した。重複関係：SK-42 号土坑・SK-43 号土坑→ SI-2 号住居→ SI-7

号住居→ SK-7号土坑。覆土堆積状況：暗褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：カマドに由来す

ると想定される焼土および礫が東側中央から検出されたが詳細は不明である。土坑・ピット：確認されなかっ

た。掘方：一部で土坑状の掘り込みが確認されたが、竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出

土状況：遺物はカマドが想定される東側焼土周辺から多く出土した。灰釉陶器皿（SI-７- ６）が北壁際か

ら出土した。
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SI-7　Ｂ－Ｂ′   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子微量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック微量、白色粒子微量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
5 黄褐色 しまりあり、粘性強。 ロームブロック多量含む。貼床。
6 黄褐色 しまりあり、粘性強。 ロームブロック多量含む。貼床の崩落か。
7 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。床下土坑。

SI-7　Ａ－Ａ′   
1 表土。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、焼土多量含む。カマド覆土か。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子微量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 焼土多量含む。

第 12 図　SI －７号住居跡

SI －８号住居跡（遺構：第 13図、図版ＰＬ４/ 遺物：第 33図、第５・10表、ＰＬ９）

時期：９世紀。規模：長軸 3.0 ｍ、短軸 [2.1] ｍ、深さ 0.4 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。形態：平面方

形を呈する。検出状況：壁面は地山ローム層を成形しており、遺構プランは明瞭に検出された。重複関係：

SK-23 号土坑→ SI-6 号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：カマドは

東壁に２基確認された。カマド２にはロームを多量に含む土層が観察された。構築材の崩落というよりは埋

土の様相を呈しており、カマド２→カマド１への作り直しが、その構築位置からも推測される。カマド燃焼

部はいずれも竪穴壁面を掘り込んで構築している。煙道部の立ち上がりは確認できなかった。土坑・ピット：

柱穴は確認されなかった。掘方：竪穴全体を掘り込んでおり、土坑状の掘り込みが多く検出された。遺物出

土状況：遺物はとくにまとまっては出土しておらず、いずれも覆土中から出土している。

SI －９号住居跡（遺構：第 14図 / 遺物：第 33図、第６表、ＰＬ９）

時期：古墳時代中期。規模：長軸 [3.7] ｍ、短軸 [2.0] ｍ、深さ 0.6 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 99°－Ｅ。形態：

平面方形と想定される。検出状況：北壁面は地山ローム層を掘削して成形しており、そのプランは明瞭に検

出された。しかし、その他は他遺構によって切られるか調査区外に及んでおり、本遺構の正確な規模は分か

らなかった。重複関係：SK-21 号土坑・SK-25 号土坑→ SI-9 号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、
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SK-49 SK-49

カマド２ カマド１

掘方

SI-8   
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、ロームブロック微量、炭微量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック微量含む。

SI-8 カマド１（ａ－ａ′）
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、焼土多量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。掘方。

SI-8 カマド２（ｂ－ｂ′）   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
2 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子大量、焼土多量含む。埋土。
3 暗黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土微量含む。埋土。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量含む。埋土。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土少量、炭微量含む。埋土。
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SI-8   
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、ロームブロック微量、炭微量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック微量含む。

SI-8 カマド１（ａ－ａ′）
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、焼土多量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。掘方。

SI-8 カマド２（ｂ－ｂ′）   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
2 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子大量、焼土多量含む。埋土。
3 暗黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土微量含む。埋土。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量含む。埋土。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土少量、炭微量含む。埋土。

掘方

第 13 図　SI －８号住居跡

自然堆積である。燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。　土坑・

ピット：掘方内に、柱穴状の掘り込みを確認したものの、明確な柱穴は検出できなかった。掘方：土坑状・ピッ

ト状の掘り込みを竪穴全体に施しているようである。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっては出土してお

らず、いずれも覆土中から出土している。高坏（SI-９- １）は床面直上から出土した。
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SI-9（Ａ－Ａ′）   
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 As-A 微量、白色粒子少量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子少量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック微量、白色粒子微量含む。
6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、白色粒子微量含む。
7 黄褐色 しまり強、粘性あり。 ロームブロック多量含む。掘方。

SI-10（Ｂ－Ｂ′）
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量

含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量

含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子微量

含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 焼土多量含む。
6 黒褐色 しまり強、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロッ

ク微量、白色粒子少量含む。貼床。
7 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子微量、

炭微量含む。掘方。

第 14 図　SI －９・10 号住居跡

SI － 10 号住居跡（遺構：第 14図、ＰＬ４/ 遺物：第 33図、第６・10表、ＰＬ９）

時期：10世紀後半。規模：長軸 [3.7] ｍ、短軸 2.9 ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 100°－Ｅ。形態：平

面方形を呈し、横長方形と推測される。検出状況：壁面は遺構覆土を掘り込んでおり、遺構プランは不明瞭

であった。土層観察および掘方などで平面形態を確定した。重複関係：SI-9 号住居・SI-15 号住居→ SI-10

号住居→ SI-16号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：カマドが竪穴東

壁で検出された。その大半が調査区外へ及んでいたが、燃焼部が壁面を掘り込んで構築していることと、煙

道の立ち上がりが土層堆積の観察によって確認された。カマド前面から出土した多量の礫は構築材と想定さ

れ、その法量からも石組みのカマドが推測される。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。掘方：一部で

土坑状の掘り込みが確認されたが竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出土状況：遺物はとく

にまとまっては出土しておらず、いずれも覆土中から出土している。コモ編石が竪穴北東部においてまとまっ

て出土した。
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SI － 11 号住居跡（遺構：第 15図、ＰＬ４/ 遺物：第 33図、第６・10表、ＰＬ９）

時期：10世紀前半。規模：長軸 [1.7] ｍ、短軸 3.8 ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 106°－Ｅ。形態：平
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SI-11
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒多量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック多量、

白色粒子微量含む。
5 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック微量、

白色粒子少量含む。
7 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。ピット。
8 黄褐色 しまり強、粘性あり。 ロームブロック多量含む。貼床。

SI-11 カマド 1（ａ－ａ′）   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、焼土微量含む。
2 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量、焼土多量含む。天井崩落土。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土少量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
6 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量、炭微量含む。
7 赤褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量、焼土多量含む。

SI-11 カマド 2（ｂ－ｂ′）   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 As-B 多量含む。掘り込み。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量含む。
3 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、焼土微量含む。
5 赤褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量、焼土多量含む。

カマド１

カマド２

第 15 図　SI － 11 号住居跡
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SI － 12 号住居跡（遺構：第 16図、ＰＬ４/ 遺物：第 34図、第６・10表、ＰＬ 10）

時期：９世紀。規模：長軸 [1.1] ｍ、短軸 [4.2] ｍ、深さ 0.8 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 95°－Ｅ。形態：平面方

形を呈するか。検出状況：壁面は地山ローム層を成形しており、遺構プランは明瞭に検出された。覆土堆積

状況：竪穴覆土は、暗褐色土を主体としており、自然堆積と想定される。燃焼施設：カマドが１基検出され

た。燃焼部は竪穴壁面を掘り込んで構築しており、袖石および支脚石が検出された。カマド内からは甕が２

点出土したが、被熱痕は認められなかった。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。掘方：大部分が調査

区外に及んでいたが、竪穴全体を掘り込んでいるものと想定される。
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SI-12 カマド  
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子

微量、焼土微量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子

多量含む。
3 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子

多量、ロームブロック多量、焼土微
量含む。

4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子
微量、焼土多量含む。1

2
3

4
P

P

１

２

第 16 図　SI － 12 号住居跡

SI － 13 号住居跡（遺構：第 17図 / 遺物：第 34図、第６・10表、ＰＬ 10）

時期：８世紀。規模：長軸 [2.7] ｍ、短軸 3.8 ｍ、深さ 0.7 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 98°－Ｅ。形態：平面方形

を呈する。検出状況：北壁から西壁にかけては地山ローム層を成形しており、遺構プランは明瞭に検出され

た。東壁は遺構覆土を掘り込んでおり、平面検出および土層堆積状況によって確定した。重複関係：SI-15

号住居・SI-19号住居・SK-34号土坑・SK-35号土坑。西側に住居跡と考えられる遺構が１つあり、それを切っ

ている。覆土堆積状況：暗褐色土を主体とし、自然堆積と想定されるが、掘り込み状の土層も確認される。

燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：ピットが

１基検出され、柱穴か。その深さは 75cmを計測する。掘方：一部で土坑状の掘り込みが確認されたが、竪

穴全体を掘り込んでいる。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっては出土していない。

面方形を呈する。検出状況：壁面は地山ローム層を成形しており、遺構プランは明瞭に検出された。重複関

係：SK-32 号土坑→ SI-11 号住居。覆土堆積状況：暗褐色土を主体とし、自然堆積である。燃焼施設：カマ

ドが竪穴東壁から２基検出された。カマド１は袖石が抜き取られていることからカマド１→カマド２へ構築

し直したと推測される。カマドの燃焼部はいずれも竪穴壁面を掘り込んで構築しており、カマド１は煙道が

長く伸びる。カマド２の煙道の残存部分は短いが、構築し直したこととの関連があるか。土坑・ピット：柱

穴は確認されなかった。貯蔵穴と想定される土坑も確認されなかった。掘方：竪穴中央で土坑状の掘り込み

が確認されたが、竪穴全体を床面構築のために掘り下げていた。遺物出土状況：遺物はおもにカマド周辺か

ら出土し、とくにカマド２周辺から多く出土している。
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SI － 15 号住居跡（遺構：第 17図 / 遺物：第 34図、第６・10表、ＰＬ 10）

時期：９世紀。規模：長軸 [3.0] ｍ、短軸 1.9 ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。形態：平面方形

を呈するか。検出状況：北壁は地山ローム層を成形しており、そのプランは明瞭に検出された。SI-13北壁

に連続するが、その角度が異なることから、別遺構と考え、土層堆積状況によってその規模を確定した。重

複関係：SI-15 号住居→ SI-10 号住居・SI-13 号住居。覆土堆積状況：暗褐色土を主体としており、自然堆積か。

燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：柱穴は確

認されなかった。掘方：床面構築のために竪穴全体を浅く掘り込んでいる。遺物出土状況：遺物はとくにま

とまっては出土していない。

0 2m（1：60）
掘方

２

１
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SI‐10SI‐15

SI‐13
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Ａ
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(SI-15)
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(SI-15)

14
(土坑)

2

4

7

5

8

11

3

6

9

10

15
(住居跡)

16
(住居跡)

SI-10

SI-13・SI-15 

1 表土。

2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微

量、白色粒子微量含む。

3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多

量含む。SI-13。

4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多

量含む。SI-13。

5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク少量含む。SI-13。

6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少

量含む。SI-13。

7 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多

量、ロームブロック微量含む。SI-13掘方。

8 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブ

ロック多量含む。SI-13掘方。

9 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブ

ロック大量含む。SI-13掘方。

10 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク多量含む。SI-13掘方。

11 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク多量含む。SI-13掘方。

12 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多

量、ロームブロック少量含む。SI-15。

13 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク大量含む。SI-15。

14 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 

ロームブロック大量含む。縄文土坑。

15 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多

量含む。住居跡。

16 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク大量含む。住居跡。

第 17 図　SI － 13・15 号住居跡

SI － 16 号住居跡（遺構：第 18図、ＰＬ５/ 遺物：第 34・35 図、第６・７・11表、ＰＬ 10）

時期：10世紀前半。規模：長軸 4.1 ｍ、短軸 (3.9) ｍ、深さ 0.5 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 15°－Ｅ。形態：平

面方形を呈する。検出状況：東壁・西壁は地山ローム層を成形しており、そのプランは明瞭に検出された。

南壁は遺構覆土を掘り込んでおり、明瞭には検出されず、土層堆積状況および掘方によって確定した。３基

のカマド煙道方向が異なるため、複数住居跡の重複が当初想定されたが、それに相応する土層堆積や掘り込

みが確認されなかったため、１住居跡と判断した。重複関係：SI-9 号住居・SI-10 号住居→ SI-16 号住居→

SI-6 号住居・SI-14 号住居。覆土堆積状況：暗褐色土を主体としており、自然堆積である。燃焼施設：カマ

ドは東壁に３基検出された。カマド１・２の燃焼部は竪穴壁面を掘り込んで構築している。カマド１からは

袖石と考えられる礫が検出された。カマド３では袖石とそれに懸架する天井石が検出された。竪穴中央から

は多量の礫が出土しており、その法量からもカマド構築材と想定される。カマド２は最も遺存度が低いこ

とからカマド２→カマド１・カマド３の構築順が推測される。土坑・ピット：ピットが１基確認され（P1）、
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SI-16
1 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、白色粒子少量含む。掘

り込み。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、白色粒子少量、焼土微

量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 

SI-16 カマド１（ａ－ａ′）
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、焼土微量

含む。住居覆土。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量、炭微

量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、炭微量含

む。

掘方

カマド１

カマド２

カマド３

第 18 図　SI － 16 号住居跡
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その深さは 37cmを計測する。ただし明確に柱穴を構成するものはわからなかった。掘方：竪穴全体を掘り

込んでおり、一部土坑状の掘り込みが確認された。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっては出土しておら

ず、多くは覆土中からのものである。

SI － 17 号住居跡（遺構：第 19図、ＰＬ５/ 遺物：第 35図、第７・11表、ＰＬ 10）

時期：10 世紀。規模：長軸 [3.0] ｍ、短軸 3.8 ｍ、深さ 0.6 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 72°－Ｅ。形態：平面方

形基調で、張り出しを有する不整形な形を呈する。検出状況：北壁から東壁は地山ローム層を成形しており

明瞭に検出された。西壁は SD-2号溝と重複しており、明瞭には検出されず掘方の立ち上がりで規模を確定

したため不整形な形となっている。重複関係：SD-02 号溝→ SI-17 号住居→ SK-37 号土坑。覆土堆積状況：

暗褐色土を主体としており、自然堆積と想定されるが、単一土層の堆積が厚く短期間に埋没した可能性が考

えられる。燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：ピッ

トが３基検出されたものの、柱穴を構成するものは分からなかった。付帯施設：北壁側に張り出しを有する。

張り出し西壁は、竪穴西壁に連続したが、遺存度が低いため、詳細な検討はできなかった。掘方：竪穴全体

を掘り込んでいたが、張り出し部は床面構築のための浅い掘り込みに止まっていた。竪穴中央から土坑が検

出されその中から拳大の礫が出土した。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっては出土しておらず、多くは

覆土中からのものである。

0 2m（1：60）
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SI-17
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 As-A 多量、As-B 多量含む。表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量、ロームブロック少

量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量含む。
6 黄褐色 しまり強、粘性あり。 ロームブロック大量含む。掘方。

第 19 図　SI － 17 号住居跡

SI － 18 号住居跡（遺構：第 20図、ＰＬ５/ 遺物：第 35図、第７・11表、ＰＬ 10）

時期：10世紀後半。規模：長軸 [1.6] ｍ、短軸 [2.3] ｍ、深さ 0.3 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 128°―Ｅ。形態：

平面方形を呈する。検出状況：東壁は地山ローム層を成形しており明瞭に検出された。北壁は SD-2号溝と

重複しており、かつ後世の掘り込みによって残存していなかったため、土層堆積状況によってその規模を確

定した。重複関係：SD-02 号溝→ SI-18 号住居。覆土堆積状況：黒褐色土を主体としており、自然堆積である。

燃焼施設：東壁からカマドが１基確認された。燃焼部は竪穴壁面を掘り込んで構築している。竪穴覆土中か

ら礫が多量に出土しており、カマド構築材の可能性が考えられる。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。

掘方：一部土坑状の掘り込みが認められた。遺物出土状況：遺物はカマド周辺からまとまって出土している。
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SI-18
1 表土。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量、炭微量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量含む。掘り込み。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量、白色粒子微量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、ロームブロック少量含む。
6 黄褐色 しまり強、粘性あり。 ロームブロック多量含む。貼床。
7 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック大量含む。掘方。

SI-18 カマド
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量、白色粒

子微量含む。
2 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量、白色粒

子微量、焼土多量含む。天井崩落土。

第 20 図　SI － 18 号住居跡

0 2m（1：60）
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第 21 図　SI － 19 号住居跡

SI － 19 号住居跡（遺構：第 21図、ＰＬ５/ 遺物：第 35図、第７・11表、ＰＬ 11）

時期：縄文時代中期後半（加曾利ＥⅡ式）。規模：長軸 [1.7] ｍ、短軸－、深さ 0.3 ｍ。形態：平面円形を

呈するか。検出状況：覆土にロームを包含しているため、平面検出時の遺構プランは不鮮明であった。重複

関係：SI-19 号住居→ SI-13 号住居・SI-15 号住居・SI-16 号住居。覆土堆積状況：ロームを基調とした暗黄

褐色土を主体としており、土層の詳細な検討は出来なかった。燃焼施設：炉・カマドなどの燃焼施設および

それに伴う焼土も検出されなかった。土坑・ピット：竪穴内からピットが１基、竪穴周辺からピット４基が

検出された。SK-35号土坑も本遺構と関連する可能性が考えられる。遺物出土状況：遺物はとくにまとまっ

ては出土しておらず、覆土中から出土している。

0 2m（1：60）
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SI － 21 号住居跡（遺構：第 22図、ＰＬ５/ 遺物：第 35・36 図、第７・11表、ＰＬ 10・11）

時期：10 世紀。規模：長軸 [2.9] ｍ、短軸 (2.4) ｍ、深さ 0.2 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 68°－Ｗ。形態：平面方

形を呈する。検出状況：南壁・西壁は地山ローム層を成形しており、そのプランは明瞭に検出された。北壁

は遺構覆土を掘り込んでおり、床面範囲および土層堆積状況によってその規模を確定した。重複関係：SI-3

号住居→SI-21号住居→SK-4号土坑。覆土堆積状況：黒褐色土を主体としており、自然堆積である。燃焼施設：

炉・カマドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されなかった。ただし南壁際から土器とともに被熱

を受けた礫・粘土塊が出土した。土坑・ピット：土坑１基が西壁際から検出された。そのプランは明確では

なく一部掘方の形状を反映している可能性があるが、その中央からはピットが検出された。掘方：竪穴全体

を掘り込んでおり、一部土坑状の掘り込みが確認された。遺物出土状況：南壁際から土器がまとまって出土

している。整然とした配列はなしていないが、床面直上に配されている。

0 2m（1：60）

掘方 粘土塊

１

５

4 ６

２

7

３

Ａ
Ａ
′ Ａ

13
4.8
0

Ａ
′

1 2
3

4
5

6
SK-4

SI-3   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 As-A 多量、

As-B 多量含む。表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微

量、白色粒子少量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微

量、白色粒子微量含む。床面形成。 
4 暗褐色 しまり強、粘性あり。 ローム粒子多

量、ロームブロック微量含む。貼床 。 
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロッ

ク少量、白色粒子少量含む。掘方。 
6 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微

量、ロームブロック微量、白色粒子微
量含む。掘方か。

第 22 図　SI － 21 号住居跡

SI － 22号住居跡（遺構：第 2 3図 / 遺物：第 3 6図、第７・

11 表、ＰＬ 11）

時期：10 世紀。規模：長軸 2.6 ｍ、短軸 3.0 ｍ、深さ 0.2

ｍ。主軸方位：Ｎ－ 76°－Ｅ。形態：平面隅丸方形

を呈する。検出状況：一部遺構覆土を掘り込んでいる

が、壁面は地山ローム層を成形しており、そのプラン

は明瞭に検出された。重複関係：SI-3 号住居→ SI-22

号住居→ SK-3号土坑。覆土堆積状況：黒褐色土を主

体としており、自然堆積である。燃焼施設：炉・カマ

ドなどの燃焼施設およびそれに伴う焼土も検出されな

かった。土坑・ピット：柱穴は確認されなかった。付

帯施設：壁際から壁周溝が部分的に確認された。掘方：

竪穴全体を掘り込んでいる。遺物出土状況：遺物はと

くにまとまっては出土しておらず、覆土中から出土し

た。

0 2m（1：60）

1

SK3

Ａ
′

Ａ

Ａ
′

Ａ
13
4.2
0

第 23 図　SI － 22 号住居跡
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３　溝

SD －１号溝（遺構：第 24図、ＰＬ６／遺物：第 11表）

時期：古代以降。規模：幅 70cm、深さ 45cm。走行方向：Ｎ－ 114°－Ｅ。形態：東西に走り、その断面形態

は逆台形を呈する。検出状況：西半は地山ローム層を掘り込んでおり明瞭に検出できた。東半は遺構覆土を

掘り込んでおり、土層堆積の観察によってその形態を確定した。重複関係：SI-3 号住居→ SD-1 号溝。覆土

堆積状況：覆土は自然堆積と考えられるが、二次堆積の As-B軽石を含む。遺物出土状況：遺物は覆土中か

らの出土である。

0 2m（1：60）

Ａ
134.80

Ａ′

Ａ Ａ′

1

2
3

SD-1   
1 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 

As-A 多量、As-B 多量含む。
表土。

2 黒褐色 しまりややあり、粘性あり。 
As-B 多量含む。

3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロー
ムブロック微量、白色粒子微
量含む。

第 24 図　SD －１号溝

SD －２号溝（遺構：第 25図、ＰＬ３・６/ 遺物：第 36図、第７・８・11表、ＰＬ 11）

時期：古墳時代中期。規模：幅 4.5m、深さ 1.6m。走行方向：Ｎ－ 57°－Ｗ（東西溝）。形態：L 字状に屈曲し、

その断面形態は逆台形を呈する。検出状況：地山ローム層を掘り込んでおり明瞭に検出できた。重複関係：

SI-17 号住居・SI-18 号住居→ SD-2 号溝。覆土堆積状況：覆土は自然堆積である。小規模な掘り返しは見ら

れたが、遺構の形状を改変するまでのものは認められなかった。溝内側には整地層の可能性が考えられる土

層（Ｂ－Ｂ′９層）が認められた。遺物出土状況：遺物は覆土中から出土しており、設置したものは認めら

れなかった。また覆土上層からは大型の礫が１点検出され、内側から転落した状況が想定される。
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0 4m（1：100）

0 2m（1：80）

７

１

P2
P3

SK36

Ｂ
′

Ｂ

Ａ′

Ａ

Ａ′Ａ
135.70

Ｂ′Ｂ
135.50

1 1

2
3

4
5

6
7

8 9

SI-18
試
掘
ト
レ
ン
チ

1

2

3
4

56
7 8

9

SD-2（Ｂ－Ｂ′）   
1 表土。
2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
4 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子微量含む。
5 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。
6 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量含む。
7 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
8 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
9 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。盛土か。

SD-2（Ａ－Ａ′）
1 表土。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子少量、炭微量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子微量、炭微量含む。
4 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子多量含む。
5 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック微量、白色粒子微量含む。
6 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子多量含む。
7 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量含む。
8 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
9 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック大量含む。

第 25 図　SD －２号溝

４　土坑

SK －１～ 50号土坑（遺構：第 24図、ＰＬ６・７/ 遺物：第 36～ 39 図、第８・９・11表、ＰＬ 11～ 14）

　47基の土坑が検出された。検出された土坑の帰属時期は、縄文時代前期後葉・中期後葉～初頭、古墳時代、

平安時代、近世と多岐にわたる。縄文時代の土坑に関しては重複が著しく、出土遺物から各土坑の帰属時期

を求めるには不明な点が多い。

　なお、SK－ 20・22・27については欠番である。また、各遺構の計測値及び詳細については第１～３表に

示してある。
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第１表　土坑一覧表（１）

遺構名 時期 規模 長軸方位 形態 検出状況 重複関係 覆土堆積状況 遺物 その他

SK-１ 中期後葉
長軸：35
短軸：－
深さ：14

－
平面：円形
断面：逆台形

古代住居（SI-10）の
掘方底面から検出。

SK-１→
SI-10

埋設土器。
周辺から焼
土を検出。

SK-２ 加曾利 EⅡ式
長軸：205
短軸：195
深さ：50

Ｎ -40° -Ｗ
平面：不整円形
断面：逆台形

明瞭に検出されたが、
後世の掘り込みを含
む。北側から石囲炉
を検出。

暗褐色土を主体と
するが、後世の掘
り込み覆土。炉周
辺は黄褐色土を主
体とする。

土坑東半から多量の
縄文土器が出土した
が、後世の掘り込み
時に混入したものと
想定される。

SK-３ 近世
長軸：196
短軸：72
深さ：61

Ｎ -68° -Ｗ
平面：長方形
断面：方形

明瞭に検出された。
SI-３・SI-22
→ SK-３

SK-４・SK-５・SK-
７と類似。ローム
ブロックを多量に
含む。

覆土中から土器小片
が出土した。

SK-４・SK-
５・SK-７と
類似。

SK-４ 近世
長軸：173
短軸：88
深さ：74

Ｎ -70° -Ｗ
平面：長方形
断面：方形

明瞭に検出された。
SI-３・SI-22
→ SK-４

ロームブロックを
多量に含む。人為
埋没か。

覆土中から土器小片
が出土した。

SK-３・SK-
５・SK-７と
類似。

SK-５ 近世
長軸：186
短軸：92
深さ：61

Ｎ -70° -Ｗ
平面：長方形
断面：方形

明瞭に検出された。
SI-１→ SK-
５

上層にロームブ
ロックを多量に含
む。人為埋没か。

覆土中から土器小片
が出土した。

SK-３・SK-
４・SK-７と
類似。

SK-６
加曾利 EⅣ～
称名寺Ⅰ式

長軸：〔178〕
短軸：175
深さ：85

Ｎ -45° -Ｗ
平面：隅丸長方形か
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-48との
前後関係は
把握できな
かった。

暗黄褐色土を主体
としており詳細な
分層はできなかっ
た。覆土上層にピッ
ト状の掘り込みが
みられた。

覆土中から縄文土器
が多量に出土し、底
面付近では礫・石器が
散在していた。

SK-７ 近世
長軸：181
短軸：71
深さ：51

Ｎ -68° -Ｗ
平面：長方形
断面：方形（わずか
に有段）

明瞭に検出された。
SI-７・SK-45
→ SK-７

SK-３・SK-４・SK-
５と類似。ローム
ブロックを多量に
含む。

覆土中から土器小片
が出土した。

SK-３・SK-
４・SK-５と
類似。

SK-８ 加曽利 EⅢ式
長軸：144
短軸：123
深さ：88

Ｎ -14° -Ｗ
平面：円形
断面：有段

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SI-16→ SK-
８

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
西端ピットも同様
の覆土を有する。

覆土中から縄文土器
が出土した。

西端ピット
底面では硬
化面が認め
られた。

SK-９ 縄文時代
長軸：105
短軸：93
深さ：112

―
平面：円形
断面：方形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-10 縄文時代
長軸：87
短軸：81
深さ：96

―
平面：円形
断面：方形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-11 縄文時代
長軸：70
短軸：57
深さ：44

Ｎ -22° -Ｗ
平面：楕円形
断面：有段

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-12 加曾利 EⅢ式
長軸：48
短軸：41
深さ：20

―
平面：円形
断面：椀形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-13 縄文時代
長軸：71
短軸：71
深さ：90

―
平面：円形
断面：逆台形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-14 縄文時代
長軸：87
短軸：52
深さ：78

Ｎ -75° -Ｗ
平面：不整楕円形
断面：逆台形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-15 縄文時代
長軸：75
短軸：73
深さ：40

―
平面：円形
断面：逆台形

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-16→
SK-15か

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
SK-16との先後関係
は明確に把握でき
なかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-16 縄文時代
長軸：〔87〕
短軸：71
深さ：31

―
平面：円形
断面：逆台形か

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-16→
SK-15か

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
SK-15との先後関係
は明確に把握でき
なかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-17 縄文時代
長軸：88
短軸：70
深さ：59

―

平面：円形
断面：有段（ピット
状の掘り込みを有
する）

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-17→
SK-18か

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
SK-18との先後関係
は明確に把握でき
なかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-18 縄文時代
長軸：69
短軸：40
深さ：51

Ｎ -20° -Ｅ
平面：楕円形
断面：逆台形か

覆土が黄褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-17→
SK-18か

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
SK-17との先後関係
は明確に把握でき
なかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-19 加曾利 EⅡ式
長軸：98
短軸：68
深さ：42

Ｎ -64° -Ｗ

平面：楕円形
断面：有段（ピット
状の掘り込みを有
する）

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
埋設土器掘り方も
明確には把握でき
なかった

覆土上層から縄文土
器が正位（底部欠損）
で出土した。
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遺構名 時期 規模 長軸方位 形態 検出状況 重複関係 覆土堆積状況 遺物 その他

SK-21 加曾利 EⅡ式
長軸：97
短軸：〔88〕
深さ：34

Ｎ -21° -Ｅ
平面：楕円形
断面：逆台形

覆土が暗褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-25→
SK-21か。
SK-21→ SI-
９。

ロームを主体とす
る暗褐色土。埋設
土器掘方が確認さ
れた。

中央底面から埋設土
器（縄文土器）が正位
で出土した。

SK-23 加曾利 EⅡ式
長軸：（150）
短軸：（94）
深さ：30

Ｎ -87° -Ｗ
平面：不整楕円形
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。SI-８掘
方底面から埋設土器
を検出した。

SK-23→ SI-
８・SI-14。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

底面から埋設土器（縄
文土器・底部欠損）が
出土した。

SK-24 加曾利 EⅢ式
長軸：〔94〕
短軸：72
深さ：14

Ｎ -71° -Ｅ
平面：楕円形
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-24→ SK-
８・SK-21か。

暗黄褐色土を主体
とし、浅いため詳
細な分層はできな
かった。SK-８・
SK-21との先後関係
も明確には把握で
きなかった。

底面付近から縄文土
器が底部は正位、口
縁～体部は横位で出
土した。

SK-25 縄文時代
長軸：〔38〕
短軸：52
深さ：37

Ｎ -28° -Ｅ
平面：楕円形か
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-25→
SK-21か。
SK-21→ SI-
９。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-26 縄文時代
長軸：〔76〕
短軸：50
深さ：25

Ｎ -86° -Ｗ
平面：楕円形か
断面：方形

SI-14掘方底面に置い
て検出され、その覆
土から縄文時代土坑
と判断した。

SK-26→
SI-14。

暗黄褐色土を主体
とし、浅いため詳
細な分層はできな
かった。

SK-28 古墳時代以降
長軸：162
短軸：74
深さ：72

Ｎ -６° -Ｅ
平面：楕円形
断面：椀形

明瞭に検出された。
暗褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。

北端にピッ
トを有する
が、本土坑
に伴うもの
かは明らか
にできな
かった。

SK-29 縄文時代
長軸：72
短軸：60
深さ：32

―
平面：円形
断面：椀形

SI-９掘方底面におい
て検出され、その覆
土から縄文時代土坑
と判断した。

SI-９→
SK-29。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-30 縄文時代
長軸：54
短軸：55
深さ：84

―
平面：円形
断面：Ｕ字状

SI-10掘方底面におい
て検出され、その覆
土から縄文時代土坑
と判断した。

SI-10→
SK-30。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-31 縄文時代
長軸：86
短軸：88
深さ：96

―
平面：円形
断面：有段

SI-10掘方底面におい
て検出され、その覆
土から縄文時代土坑
と判断した。

SI-10→
SK-31。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-32 縄文時代
長軸：169
短軸：90
深さ：108

Ｎ -68° -Ｗ
平面：楕円形
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SI-11・SI-16
→ SK-32。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-33 諸磯ｂ式
長軸：166
短軸：159
深さ：22

―
平面：円形
断面：椀形

SI-１掘方底面におい
て検出された。覆土
が暗黄褐色土を主体
としていたため、平
面検出時には不鮮明
であった。

SK-33→ SI-
１。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-34 縄文時代
長軸：60
短軸：50
深さ：74

―
平面：円形
断面：Ｕ字状

SI-13掘方底面におい
て検出され、その覆
土から縄文時代土坑
と判断した。

SK-34→
SI-13。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-35 縄文時代
長軸：41
短軸：35
深さ：62

―
平面：円形
断面：Ｕ字状

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-35→
SI-13。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-36 縄文時代
長軸：84
短軸：〔66〕
深さ：51

―
平面：円形
断面：逆台形

明瞭に検出された。
黒褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。

位置から
SD-２との関
連が留意さ
れる。

SK-37 縄文時代
長軸：（113）
短軸：98
深さ：11

Ｎ -12° -Ｅ
平面：楕円形
断面：逆台形

明瞭に検出された。
黒褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。

SK-38 古墳時代以降
長軸：106
短軸：86
深さ：83

Ｎ -20° -Ｅ
平面：円形
断面：逆台形

明瞭に検出された。
ピット及び木根によ
る削平を一部受けて
いた。

黒褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。

SK-39 縄文時代
長軸：67
短軸：49
深さ：33

Ｎ -64° -Ｅ
平面：楕円形
断面：逆台形

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-40 縄文時代
長軸：60
短軸：57
深さ：78

―
平面：円形
断面：Ｕ字状

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

SK-41 近世
長軸：131
短軸：92
深さ：25

Ｎ -78° -Ｗ
平面：方形
断面：逆台形

明瞭に検出された。

暗褐色土を主体と
し、As-Ｂを包含し
ている。自然堆積
である。

第２表　土坑一覧表（２）
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第 26 図　土坑平面図（１）
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SK-2（Ａ－Ａ′）
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 白色粒子微量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒

子少量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量含む。
4 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。

SK-2 炉（Ｂ－Ｂ′）
1 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子多量、焼土少量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子少量含む。据付穴。
3 赤褐色 しまりあり、粘性あり。 焼土大量含む。ローム粒子多量含む。
4 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
5 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック大量、焼土微量含む。
6 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック大量含む。
7 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量、炭微量含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　

遺構名 時期 規模 長軸方位 形態 検出状況 重複関係 覆土堆積状況 遺物 その他

SK-42 縄文時代
長軸：103
短軸：〔62〕
深さ：29

―
平面：円形か
断面：逆台形

覆土が暗褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した

SK-43 平安時代
長軸：〔67〕
短軸：〔39〕
深さ：35

Ｎ -66° -Ｗ
平面：円形か
断面：逆台形

SI-７掘方底面におい
て検出された。覆土
が暗褐色土を主体と
していたため、平面
検出時には不鮮明で
あった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した。

SK-44 縄文時代
長軸：108
短軸：80
深さ：110

真北。
平面：不整円形
断面：Ｕ字状

覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した

SK-45 加曾利 EⅣ式
長軸：141
短軸：126
深さ：75

―
平面：円形
断面：逆台形

遺構が重複し、かつ
覆土が暗黄褐色土を
主体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した

SK-46 縄文時代
長軸：68
短軸：63
深さ：41

―
平面：円形
断面：Ｕ字状

明瞭に検出された。
ピット群である。

黒褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。

SK-47 称名寺Ⅰ式
長軸：106
短軸：79
深さ：65

真北。
平面：楕円形
断面：有段

覆土が暗褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。
底面にピットを有
するが柱痕は確認
されなかった。

覆土中から縄文土器
が出土した

SK-48 縄文時代
長軸：147
短軸：89
深さ：45

Ｎ -２° -Ｗ
平面：円形
断面：逆台形

覆土が暗褐色土を主
体としていたため、
平面検出時には不鮮
明であった。

SK-６との
先後関係は
把握できな
かった。

暗黄褐色土を主体
とし、詳細な分層
はできなかった。

覆土中から縄文土器
が、底面からは円礫
が出土した。

SK-49 古代以降
長軸：81
短軸：71
深さ：71

―
平面：円形
断面：有段

遺構覆土を掘り込ん
でいたが、比較的明
瞭に検出された。

SI-８→
SK-49。

ロームブロックを
含む黒褐色土を主
体とする。

SK-50 古墳時代以降
長軸：51
短軸：49
深さ：76

―
平面：円形
断面：有段

明瞭に検出された。
SK-６→
SK-50。

黒褐色土を主体と
し、自然堆積であ
る。底面にピット
を有するが柱痕は
確認できなかった。

第３表　土坑一覧表（３）
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第 27 図　土坑平面図（２）
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SK-4
1 暗褐色 しまりややあり、粘性あり。 ローム粒

子多量、ロームブロック多量含む。
2 暗褐色 しまりややあり、粘性あり。 ローム粒

子少量、ロームブロック多量含む。
3 黒褐色 しまりややあり、粘性あり。 ローム粒

子微量、ロームブロック少量含む。

SK-5
1 暗褐色 しまりややあり、粘性あり。 ローム

粒子多量、ロームブロック多量含
む。

2 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒
子少量、ロームブロック微量含む。

3 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒
子微量含む。

SK-6
1 表土。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量含む。
3 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
4 暗黄褐色　しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。

SK-９ SK-10 SK-11 SK-12 SK-13

SK-14 SK-15 SK-16
SK-17

SK-18 SK-19
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第 28 図　土坑平面図（３）
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SK-24
1 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロー
ムブロック多量、白色粒子少量含む。

2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロー
ム粒子少量、白色粒子微量含む。

SK21
1 黒褐色 しまりあり、粘性あり。 ローム粒子微量、白色粒子少量含む。
2 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。
3 暗褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック少量、白色粒子微量含む。
4 黄褐色 しまりあり、粘性あり。 ロームブロック多量含む。

１

１１



－ 2 9－

第 29 図　土坑平面図（４）

５　ピット

（遺構：第 24図／遺物：第 36図、第９・11表、ＰＬ 14）

　66基のピットが検出された。断面形態から柱穴が想定されるものも見受けられたが、掘立柱建物跡など

の検出には至っていない。出土遺物はＰ２・３より、加曾利ＥⅡ式の深鉢片、Ｐ３から８世紀代の須恵器埦、

Ｐ１から９世紀代の土師器甕が出土した。Ｐ５からは第 36図に図示した灰釉陶器碗（Ｐ５－１）が出土した。

なお、第５図において番号を付したピットは遺物が出土したものに限っている。

６　出土遺物

　139点の遺物を図示した。本遺跡において出土した全体の遺物出土量については第 10・11表に詳細を記

してある。なお、縄文時代の石器については写真を掲載し、法量・特徴などは遺物観察表に示した。

第 30 図　出土遺物実測図（１）
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第 31 図　出土遺物実測図（２）

SI‐01‐６

SI‐01‐７

SI‐01‐８

SI‐01‐９

SI‐01‐10

SI‐01‐11

SI‐01‐12

SI‐01‐13

SI‐01‐14

SI‐01‐15

SI‐01‐16（1/3）

SI‐01‐17（1/2）

SI‐04‐１



－ 3 1－

第 32 図　出土遺物実測図（３）
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第 33 図　出土遺物実測図（４）
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第 34 図　出土遺物実測図（５）
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第 35 図　出土遺物実測図（６）
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第 36 図　出土遺物実測図（７）
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第 37 図　出土遺物実測図（８）
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第 38 図　出土遺物実測図（９）
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第 39 図　出土遺物実測図（10）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内/外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SI- １

1
土師器
坏

口径：12.2
底径：－
器高：5.1

①良好　②橙 /橙　　　　 　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、暗褐色粒　
④ 4/5

外面：口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ、体部下半～底部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。体部～底部ナデ後放射状ミガキ。

2
土師器
坏

口径：
(12.6)
底径：－
器高：4.8

①良好　②橙 /橙　 　　　　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、赤褐色粒　
④口縁部 2/3 欠損

外面：口縁部～体部上位ヨコナデ。体部中位～底部ヘラナデ後、一
部ヘラケズリ。
内面：口縁部～体部上半ヨコナデ。体部下半～底部ヘラナデ。

3
土師器
埦

口径：
(10.5)
底径：－
器高：8.6

①良好　②褐 /褐　　　　　　　　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　
④口縁部～体部上半 2/3 欠損

外面：口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ。体部下半～底部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。体部～底部ヘラナデ。

4
土師器
坩

口径：(12.0)
底径：－
器高：14.9

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、褐色粒　　
④口縁部 1/4・体部一部欠損

外面：口縁部ヨコナデ。体部上半ヘラナデ後、斜位ミガキ。体部下
半～底部ヘラケズリ。内面：口縁部横位ヘラナデ。体部～底部ヘラ
ナデ後、体部上半指ナデ。

5
土師器
高坏

口径：13.1
底径：10.6
器高：12.2

①良好　
②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒　　　　　　
④脚部一部欠損

外面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ後、一部ヘラケズリ。脚部ヘ
ラナデ後斜縦位ミガキ。端部ヨコナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ後放射状ミガキ。脚部ヘラナデ、
上位に絞り目。端部ヨコナデ。

6
土師器
高坏

口径：18.0
底径：－
器高：<13.0>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　
④口縁部～脚部 1/3・裾部欠損

外面：口縁部ヨコナデ後斜位ミガキ。坏部ヘラナデ。脚部ヘラナデ
後縦位ミガキ。裾部ヨコナデ後斜横位ミガキ。
内面：口縁部ヨコナデ後斜位ミガキ。坏部ヘラナデ後ミガキ。脚部
絞り目後ナデ、下端ヘラケズリ。裾部ヨコナデ。

7
土師器
高坏

口径：19.1
底径：13.6
器高：15.3

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　
④裾部 1/3 欠損

外面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ。脚部ヘラナデ後縦位ミガキ。
裾部ヨコナデ後斜位ミガキ。
内面：口縁部ヨコナデ後斜位ミガキ。坏部ヘラナデ後ミガキ。脚部
絞り目。裾部ヨコナデ。

8
土師器
高坏

口径：16.9
底径：－
器高：<6.2>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、赤褐色粒　
④坏部のみ

外面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ後斜位ミガキ。坏部ヘラナデ。

9
土師器
高坏

口径：－
底径：14.5
器高：<9.5>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　
④脚部のみ、裾部 1/3 欠損

外面：脚部ヘラナデ後縦位ミガキ。裾部ヨコナデ後斜位ミガキ。
内面：脚部絞り目。裾部ヨコナデ。

10
土師器
高坏

口径：－
底径：17.0
器高：<8.2>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、赤褐色粒　
④脚部のみ、裾部 1/3 欠損

外面：脚部ヘラナデ。裾部ヨコナデ後、上段斜位ミガキ。
内面：脚部ナデ。裾部ヨコナデ。

11
土師器
甑

口径：27.2
底径：7.6
器高：25.6

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　
④口縁部 1/3 欠損

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ、下端部ヘラケズリ。

12
土師器
甕

口径：14.6
底径：5.6
器高：23.1

①良好　②にぶい赤褐 /橙　　　　　
③石英、白色粒、黒色粒、赤褐色粒　
④ほぼ完形

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。底部ナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部ヘラナデ。

13
土師器
甕

口径：14.9
底径：5.4
器高：24.5

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　
④一部欠損

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。底部ナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部ヘラナデ。

14
土師器
甕

口径：16.4
底径：6.4
器高：29.0

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、褐色粒　　　　　　
④口縁部 1/3 欠損

外面：口縁部ヨコナデ後、木口状工具による縦位ナデ。胴部ヘラナデ。
底部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部ヘラナデ。

15
土師器
壺

口径：21.3
底径：－
器高：<9.1>

①良好　②にぶい橙 /にぶい橙　　　
③石英、白色粒、褐色粒　　　　　　
④口縁部～胴部上位

外面：口縁部ヨコナデ。胴部上位ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部上位ヘラナデ。

16
土師器
手捏ね

口径：(5.8)
底径：(2.0)
器高：3.3

①良好　②褐 /にぶい黄褐　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　
④ 1/4

外面：口縁部～底部ヘラナデ。
内面：口縁部～底部ヘラナデ。

17
石製模造品

剣形
長さ：4.2　最大幅：1.45　厚さ：0.2　重さ：2.24g　／石材：滑石。　残存：一部欠損。

SI- ２

１
弥生土器
高坏

口径：(13.8)
底径：－
器高：<6.5>

①良好　②赤褐 /赤褐　　　　 　　　
③石英、黒色鉱物、赤色粒　　　　　
④坏部 1/4

外面：口縁部横位ミガキ。坏部斜縦位ミガキ。赤彩。
内面：口縁部～坏部斜横位ミガキ。赤彩。

２
弥生土器

甕

口径：(9.5)
底径：－
器高：<7.2>

①良好　②にぶい黄 /にぶい黄　　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　
④口縁部～胴部中位 1/3

外面：口縁部ヨコナデ。頸部８分割２連止め簾状文（６歯 /９㎜）。
胴部ヘラナデ後ハケメ。
内面：口縁部ヘラナデ。胴部ヘラナデ。

３
弥生土器

壺

口径：－
底径：－
器高：－

①良好　②にぶい黄橙 /にぶい橙　　
③石英、角閃石、白色粒、褐色粒　　
④胴部 1/6

外面：胴部ハケメ後４段波状文（８歯 /15 ㎜）→横位単沈線→円形
貼付文。
内面：胴部ヘラナデ。

SI- ３

１
土師器
高坏

口径：18.1
底径：－
器高：<6.0>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物、チャート　　　　
④坏部のみ

外面：口縁部ヨコナデ後斜縦位ミガキ。坏部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ後斜縦位ミガキ。坏底部ヘラナデ。

２
土師器
高坏

口径：17.4
底径：－
器高：<6.3>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物、チャート　　　　
④坏部 3/4

外面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。坏底部ヘラナデ。

３
土師器
高坏

口径：－
底径：(12.8)
器高：<7.6>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物、チャート、褐色粒
④脚部 1/3

外面：脚部ナデ後縦位ミガキ。裾部ヨコナデ後斜位ミガキ。
内面：脚部絞り目。裾部ヨコナデ。

SI- ４ １
須恵器
坏

口径：10.1
底径：5.1
器高：3.3

①酸化焔　②橙 /橙　　　　　　　　
③石英、角閃石、チャート、白色粒　
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

SI- ５

１
須恵器
碗

口径：(14.0)
底径：(7.3)
器高：6.1

①酸化焔　②黒 /橙　　　　 　　　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　
④ 1/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁ナデ。
内面：轆轤整形。口縁部～体部横位ミガキ→体部放射状ミガキ。黒
色処理

２
灰釉陶器

碗

口径：(16.9)
底径：－
器高：<4.8>

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰白　
③黒色粒　　　　　　　　　　　　　
④口縁部～体部 1/3

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

灰釉漬け掛け。
虎渓山１号窯式段
階（10 世紀後半）。

第４表　遺物観察表（１）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SI- ５

３
灰釉陶器

碗

口径：－
底径：(7.2)
器高：<3.2>

①酸化焔　②灰白 /灰白、釉：灰白　　
③白色粒、黒色粒　　　　　　　　　　
④高台部 1/8

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉漬け掛け。
虎渓山１号窯式段
階（10 世紀後半）。
　

４
石製品
砥石

長さ：<8.1>　最大幅：4.0　最大厚：2.7　重さ：81.58g　／石材：流紋岩。　残存：上端部欠損。４面使用。

SI- ６

１
須恵器
碗

口径：14.6
底径：－
器高：<4.9>

①酸化焔気味　②にぶい黄橙 /灰白　　
③石英、黒色鉱物、褐色粒　　　　　　
④口縁部～体部 1/3 欠損、高台剥落

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

２
須恵器
碗

口径：－
底径：7.6
器高：<4.5>

①酸化焔気味　②灰白 /灰黄　　　　　
③石英、黒色鉱物、褐色粒　　　　　　
④体部～高台部 1/4

外面：轆轤整形。底部切り離し。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

３
灰釉陶器

碗

口径：(12.3)
底径：(6.4)
器高：3.8

①酸化焔　②淡黄 /淡黄、釉：灰白　　
③黒色鉱物　　　　　　　　　　　　　
④ 1/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

灰釉漬け掛け。
虎渓山１号窯式段
階（10 世紀後半）。

SI- ７

１
須恵器
坏

口径：11.3
底径：5.3
器高：3.3

①酸化焔気味　②にぶい橙 /にぶい橙　
③石英、角閃石、白色粒　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

２
須恵器
坏

口径：11.2
底径：5.4
器高：3.4

①酸化焔気味　②にぶい黄橙 /にぶい黄
橙　③石英、片岩、チャート　　　　　
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

３
須恵器
碗

口径：10.6
底径：5.0
器高：3.8

①酸化焔気味　②浅黄橙 /浅黄橙　　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　　
④ 2/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

４
須恵器
碗

口径：12.4
底径：5.9
器高：4.4

①酸化焔　②にぶい橙 /にぶい橙　　　
③石英、角閃石、白色粒、褐色粒　　　
④ 1/6

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

５
須恵器
碗

口径：15.5
底径：－
器高：<5.9>

①酸化焔　②明赤褐 /明赤褐　　　　　
③石英、角閃石、白色粒　　　　　　　
④口縁部～体部 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

６
灰釉陶器

皿

口径：13.9
底径：6.8
器高：2.9

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰白　　
③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　　　
④口縁部一部欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

灰釉漬け掛け。
大原２号窯式段階
（10 世紀前半）。

７
灰釉陶器
長頸壺

口径：－
底径：－
器高：<8.0>

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：オリーブ
③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　　　
④頸部 1/4

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

８
須恵器
甑

口径：－
底径：(24.2)
器高：<11.6>

①酸化焔気味　②にぶい黄橙 /にぶい黄
橙　③石英、角閃石、小礫、白色粒　　
④胴部～底部 1/6

外面：轆轤整形後、胴部ナデ。
内面：轆轤整形。

９ 羽釜
口径：(20.3)
底径：－
器高：<10.2>

①酸化焔　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、角閃石、小礫、暗褐色粒　　　
④口縁部～胴部上位 1/4

外面：轆轤整形。胴部に縦位ナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

粘土紐積み上げ痕
明瞭。

10 羽釜
口径：(21.4)
底径：－
器高：<14.2>

①還元焔　②灰 /黄灰　　　　　　　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　　
④口縁部～胴部上半 1/3

外面：轆轤整形。胴部に縦位ナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

粘土紐積み上げ痕
明瞭。

11
鍛冶関連遺物
椀形鍛冶滓

長さ：7.9 ㎝　最大幅：6.0 ㎝　最大厚：3.7 ㎝　重さ：191.16 ｇ　／残存：一部欠損。

SI- ８

１
須恵器
蓋

口径：－
底径：－
器高：<1.6>

①還元焔　②オリーブ灰 /オリーブ灰　
③石英、赤色粒　　　　　　　　　　　
④摘みのみ

外面：轆轤整形。摘み貼付。摘み径 (2.4) ㎝。
内面：轆轤整形。

２
須恵器
坏

口径：(13.1)
底径：5.8
器高：4.7

①酸化焔　②灰白 /灰白　　　　　　　
③石英、角閃石　　　　　　　　　　　
④口縁部～体部 2/3 欠損

外面：轆轤整形。底部左回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

３
須恵器
坏

口径：(13.8)
底径：7.0
器高：4.9

①酸化焔　②灰黄 /にぶい黄橙　　　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

４
須恵器
碗

口径：(13.7)
底径：(5.8)
器高：5.2

①酸化焔　②灰 /灰　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物、小礫　　　　　　　
④ 1/2　

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

５
須恵器
碗

口径：(15.7)
底径：6.3
器高：5.2

①酸化焔　②灰黄 /淡黄　　　　　　　
③石英、赤色粒、小礫　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

６
須恵器
碗

口径：(16.8)
底径：－
器高：<6.0>

①酸化焔気味　②黄灰 /にぶい黄　　　
③石英、角閃石、白色粒、赤色粒　　　
④ 1/4

外面：轆轤整形。高台剥離痕あり。
内面：轆轤整形。

７
須恵器
碗

口径：15.5
底径：9.2
器高：8.5

①還元焔　②灰 /灰　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　　
④口縁部～体部 1/3 欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

８
須恵器
鉢

口径：(16.9)
底径：－
器高：<3.6>

①酸化焔　②灰白 /灰　　　　　　　　
③黒色鉱物　　　　　　　　　　　　　
④口縁部～体部上位 1/8

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

９
土師器
甕

口径：(20.2)
底径：－
器高：<20.8>

①普通　②明赤褐 /明赤褐　　　　　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　　
④口縁部～胴部 1/3

外面：口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

10
土製品
土錘

長さ：4.6　最大幅：1.7　最大厚：1.7　重さ：12.58 ｇ　／色調：にぶい褐。　残存：完形。

11
鉄製品
刀子

長さ：4.3　最大幅：1.75　厚さ：0.5　重さ：6.7 ｇ　／残存：刃部・柄部欠損。 片関。

12
鉄製品
鎌

長さ：14.7　最大幅：3.9　厚さ：0.45　重さ：52.75 ｇ　／残存：両端部欠損。

第５表　遺物観察表（２）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SI- ８ 13
鍛冶関連遺物
椀形鍛冶滓

長さ：9.9　最大幅：5.7　最大厚：4.0　重さ：252.87 ｇ／残存：一部欠損。

SI- ９ １
土師器
高坏

口径：(19.6)
底径：13.6
器高：13.8

①良好　②にぶい黄褐 /橙　　　　 　
③石英、白色粒、褐色粒　　　　　　　
④坏部 5/6 欠損

外面：口縁部ヨコナデ。坏部ヘラナデ。脚部ヘラナデ。裾部ヘラナデ、
端部ヨコナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。坏底部ナデ。脚部ヘラナデ。裾部ヨコナデ。

SI-10

１
灰釉陶器

皿

口径：(12.3)
底径：7.6
器高：2.6

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰オリー
ブ　③白色粒、黒色粒　　　　　　　　
④体部 2/3 欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉薬漬け掛け。
虎渓山１号窯式段
階（10 世紀後半）。

２
鉄製品
刀子

長さ：4.3　最大幅：1.7　厚さ：0.3　重さ：4.75 ｇ　／残存：刃部・柄部欠損。 片関。

SI-11

１
灰釉陶器

皿

口径：(12.2)
底径：(6.9)
器高：2.6

①還元焔　②灰黄 /黄灰、釉：灰黄　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉薬漬け掛け。
大原２号窯式段階
（10 世紀前半）。

２
灰釉陶器

碗

口径：(16.6)
底径：8.9
器高：6.8

①還元焔　②灰黄 /灰白、釉：灰白　　
③石英、黒色鉱物　　　　　　　　　　
④口縁部 3/4 欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉薬漬け掛け。
大原２号窯式段階
（10 世紀前半）。

３ 羽釜
口径：(19.2)
底径：－
器高：<13.4>

①酸化焔　②にぶい黄橙 /灰黄　　　　
③チャート、黒色鉱物、褐色粒　　　　
④口縁部～胴部上半 1/2

外面：轆轤整形。胴部に斜縦位ヘラナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

４
鉄製品

筒状鉄製品
長さ：<4.7>　最大幅：2.0　厚さ：1.2　重さ：15.98 ｇ　／残存：上端部欠損。

正面の裂け目は錆
ぶくれによる破損
か。用途不明。　
　　　

SI-12

１
土師器
甕

口径：18.8
底径：4.4
器高：27.2

①普通　②明赤褐 /明赤褐　　　　 　
③石英、黒色鉱物、片岩　　　　　　　
④胴部一部欠損

外面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部ヘラナデ。

２
土師器
甕

口径：20.0
底径：－
器高：<18.6>

①普通　②橙 /橙　　　　　　　　　　
③石英、角閃石、黒色鉱物、白色粒　　
④口縁部～胴部中位 4/5

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

SI-13

１
土師器
坏

口径：12.1
底径：6.7
器高：3.9

①普通　②橙 /橙　　　　 　　　　　
③白色粒、赤褐色粒　　　　　　　　　
④口縁部 1/4 欠損

外面：轆轤整形。体部下半ヘラナデ。底部ナデ。
内面：轆轤整形。

２
須恵器
坏

口径：11.8
底径：7.8
器高：3.4

①酸化焔　②灰黄 /灰白　　　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

３
須恵器
盤

口径：(22.7)
底径：(15.4)
器高：4.1

①還元焔　②灰白 /灰　　　　　　　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。体部下端回転ヘラケズリ。底部回転ヘラケズリ。
高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

４
土師器
小形甕

口径：(12.9)
底径：－
器高：<6.1>

①普通　②明赤褐 /明赤褐　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　　
④口縁部～胴部上半 1/4

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

５
土師器
甕

口径：(24.5)
底径：－
器高：<17.5>

①普通　②橙 /橙　　　　　　　　　
③石英、白色粒、褐色粒　　　　　　　
④口縁部～胴部上半 1/5

外面：口縁部ヨコナデ。頸部指頭圧痕。胴部ヘラケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

内面胴部の調整不
明瞭。

６
土師器
甕

口径：(21.4)
底径：－
器高：<18.7>

①普通　②橙 /明黄褐　　　　　　　　
③白色粒、褐色粒　　　　　　　　　　
④口縁部～胴部上半 1/5

外面：口縁部横位ヘラナデ。胴部ヘラケズリ。
内面：口縁部横位ヘラナデ。胴部ヘラナデ。

７
石製品
砥石

長さ：<10.6>　最大幅：6.0　最大厚：4.8　重さ：355.18 ｇ　／石材：流紋岩。　残存：上端部欠損。
３面使用。砥面は
非常に平滑。

SI-14

１
須恵器
碗

口径：10.9
底径：－
器高：3.7

①酸化焔気味　②にぶい黄橙 /にぶい黄
橙　③石英、角閃石、灰色粒　　　　　
④高台欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

２
鉄製品
鑷子ヵ

長さ：<4.9>　最大幅：0.9　最大厚：0.6　重さ：5.78 ｇ　／残存：両端部欠損。

SI-15 １
土師器
甕

口径：(22.1)
底径：－
器高：<19.7>

①普通　②にぶい橙 /にぶい黄橙　　　
③黒色鉱物、白色粒、赤褐色粒　　　　
④口縁部～胴部 1/3

外面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ、上端部に指頭圧痕。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

SI-16

１
須恵器
坏

口径：(11.1)
底径：(4.8)
器高：3.5

①酸化焔気味　②灰白 /灰白　　　　 
③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　　　
④口縁部～体部 1/2 欠損

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形

２
須恵器
坏

口径：11.3
底径：4.6
器高：3.3

①酸化焔　②にぶい黄橙 /浅黄　　　　
③黒色鉱物、褐色粒　　　　　　　　　
④口縁部～体部 2/3 欠損

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

３
須恵器
碗

口径：(8.0)
底径：－
器高：<4.7>

①酸化焔　②黒 /黒褐　　　　　　　　
③黒色鉱物、白色粒、褐色粒　　　　　
④口縁部～底部 1/2、高台剥落

外面：轆轤整形。体部ナデ。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

４
灰釉陶器

碗

口径：15.1
底径：7.3
器高：4.7

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰白　　
③白色粒、黒色粒　　　　　　　　　　
④口縁部～体部一部欠損

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉薬漬け掛け。
大原２号窯式段階
（10 世紀前半）。

５
灰釉陶器

碗

口径：15.6
底径：8.6
器高：5.5

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰黄　　
③白色粒、黒色粒　　　　　　　　　　
④口縁部～体部一部欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形

釉薬漬け掛け。
大原２号窯式段階
（10 世紀前半）。

６
須恵器
盤ヵ

口径：－
底径：(12.4)
器高：<7.4>

①還元焔気味　②灰 /灰　　　　　　　
③チャート、白色粒、褐色粒　　　　　
④脚台部 2/3

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

内底面平滑。

７
土師器
甕

口径：19.1
底径：－
器高：<11.2>

①普通　②明赤褐 /明赤褐　　　　　　
③石英、黒色鉱物、褐色粒　　　　　　
④口縁部～胴部上位 2/3

外面：口縁部ヨコナデ。頸部棒状工具による横位ナデ。胴部ヘラ
ケズリ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部木口状工具によるナデ。

８ 羽釜
口径：(21.2)
底径：－
器高：<10.1>

①酸化焔　②オリーブ黒 /オリーブ黒　
③黒色鉱物、白色粒、褐色粒　　　　　
④口縁部片

外面：轆轤整形。胴部に斜縦位ヘラナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

第６表　遺物観察表（３）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SI-16

９ 丸瓦
凸面：ヘラナデ　凹面：布目痕、糸切り痕　厚さ：1.5　／焼成：酸化焔。　色調：にぶい橙。　胎土：チャート、黒色鉱
物、白色粒。　残存：破片。

10
石製品
臼玉

長さ：2.3　幅：2.3　厚さ：0.9　重さ：8.88 ｇ　／石材：滑石。　残存：一部欠損。　　　　

11
鉄製品

棒状鉄製品
長さ：<14.2>　幅：0.8　厚さ：0.45　重さ：10.70 ｇ　／残存：両端部欠損。

SI-17

１
須恵器
坏

口径：(8.8)
底径：4.9
器高：2.0

①酸化焔　②にぶい橙 /にぶい橙　　　
③黒色鉱物、白色粒、褐色粒　　　　　
④口縁部～体部 2/3 欠損

外面：轆轤整形。底部左回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

２
須恵器
碗

口径：－
底径：(6.6)
器高：<1.6>

①還元焔気味　②灰白 /灰白　　　　　
③黒色粒、褐色粒　　　　　　　　　　
④高台部のみ

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

３
石製品
砥石

長さ：<8.0>　最大幅：4.0　最大厚：3.1　重さ：182.68 ｇ　／石材：流紋岩。　残存：上端部欠損。　　　　 ４面使用。

４
鉄製品

鉤状鉄製品
長さ：(21.4)　幅：0.6　厚さ：0.5　重さ：34.88 ｇ　／残存：一部欠損。

SI-18

１
須恵器
坏

口径：9.7
底径：－
器高：<2.3>

①酸化焔　②にぶい黄橙 /にぶい黄橙　
③チャート、黒色鉱物、白色粒　　　　
④底部欠損

外面：轆轤整形。体部ナデ。
内面：轆轤整形。

２
土師器
碗

口径：(16.2)
底径：7.3
器高：5.6

①酸化焔　②にぶい橙 /にぶい橙　　　
③チャート、黒色鉱物、白色粒、褐色粒
④口縁部～体部 2/3 欠損

外面：轆轤整形。体部ヘラナデ後、下位ヘラケズリ。高台貼付後ナデ。
内面：轆轤整形。

３
灰釉陶器

碗

口径：(14.5)
底径：(7.2)
器高：5.0

①還元焔　②灰白 /灰白、釉：灰白　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④ 2/3

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

釉薬漬け掛け。
虎渓山１号窯式段
階（10 世紀後半）。

４ 土釜
口径：(22.4)
底径：－
器高：<9.3>

①普通　②にぶい褐 /橙　　　　　　　
③チャート、黒色鉱物　　　　　　　　
④口縁部～胴部片

外面：口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

５
土師器
鉢

口径：(23.4)
底径：－
器高：<10.1>

①良好　②橙 /橙　　　　　　　　　　
③黒色鉱物、白色粒、褐色粒　　　　　
④口縁部～体部 1/3

外面：轆轤整形。体部ヘラナデ。
内面：轆轤整形。体部ミガキだが、単位・方向ともに不明瞭。

SI-19

１
縄文土器
深鉢

口径：(17.0)
①良好 ②赤褐 
③石英・白色岩粒・赤色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/3

波状口縁。
外面：単節縄紋 (RL) →隆帯で蛇行垂下文。
内面：口縁部横位ミガキ、胴部縦位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

２
縄文土器
深鉢

底径：10.8
①やや良好 ②橙 
③石英・黒色鉱物・赤色岩流・白色岩粒 
④胴部下半 3/4、底部 1/1

平底。
外面：単節縄紋 (LR) →丸頭状工具による 2条 1対の沈線で縦位区
画。内面：縦位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

SI-21

１
須恵器
坏

口径：13.8
底径：6.5
器高：4.5

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　 　　
③白色粒、黒色粒　　　　　　　　　　
④口縁部 1/5 欠損

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

器形に歪みあり。

２
須恵器
坏

口径：13.9
底径：7.7
器高：3.7

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　　　　
③白色粒、黒色粒　　　　　　　　　　
④完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

器形に歪みあり。

３
須恵器
坏

口径：(13.0)
底径：(6.8)
器高：3.3

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④ 1/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

４
須恵器
坏

口径：(12.4)
底径：(6.5)
器高：3.2

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

５
須恵器
碗

口径：(17.1)
底径：(8.8)
器高：6.2

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④ 1/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

６
須恵器
碗

口径：15.8
底径：8.0
器高：6.3

①酸化焔気味　②にぶい黄橙 /にぶい黄
橙　③白色粒、褐色粒　　　　　　　　
④ 2/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

７
須恵器
碗

口径：16.3
底径：8.0
器高：6.3

①還元焔　②黄灰 /灰白　　　　　　　
③白色粒　　　　　　　　　　　　　　
④口縁部 1/3 欠損

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付後周縁回転ナデ。
内面：轆轤整形。

SI-22 １
須恵器
碗

口径：14.8
底径：9.2
器高：7.2

①酸化焔　②にぶい黄褐 /にぶい褐　　
③白色粒、褐色粒　　　　　　　　　　
④一部欠損

外面：轆轤整形。高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

SD- ２

１
須恵器
蓋

口径：17.0
底径：－
器高：5.1

①還元焔　②灰白 /灰白　　　　 　　
③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　　　
④口縁部一部欠損

外面：轆轤整形。天井部回転ヘラケズリ。摘み貼付。摘み径4.0㎝。
内面：轆轤整形。天井部を除き自然釉付着。

内面天井部に「×」
の線刻あり。

２
土師器
坏

口径：(12.1)
底径：－
器高：<5.7>

①普通　②にぶい褐 /褐　　　　　　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　　
④口縁部～体部 1/3

外面：口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。
内面：口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

３
土師器
高坏

口径：(20.0)
底径：－
器高：<6.7>

①良好　②にぶい黄橙 /にぶい黄橙　　
③石英、白色粒　　　　　　　　　　　
④坏部 1/3

外面：口縁部ヨコナデ後、下半ヘラナデ。坏部ヘラナデ。
内面：口縁部上半ヨコナデ。口縁部下半～坏底部ヘラナデ。

４
土師器
高坏

口径：－
底径：－
器高：<7.1>

①良好　②明赤褐 /橙　　　　　　　　
③石英、白色粒、赤褐色粒　　　　　　
④脚部のみ

外面：脚部縦位ミガキ。裾部斜位ミガキ。
内面：脚部ヘラナデ。裾部ヨコナデ。

５
土師器
壺

口径：－
底径：6.8
器高：－

①普通　②橙 /橙　　　　　　　　　　
③石英、黒色鉱物、白色粒　　　　　　
④口縁部・胴部下位欠損

外面：胴部ハケメ後ミガキ。底部ヘラケズリ後斜横位ミガキ。底
部ミガキ。
内面：胴部ヘラナデ。底部器面剥落。

６
土師器
壺

口径：(18.0)
底径：8.9
器高：32.1

①普通　②にぶい黄橙 /にぶい黄橙　　
③石英、白色粒、黒色粒　　　　　　　
④口縁部 1/2・胴部 1/4 欠損

外面：口縁部ハケメ後縦位ミガキ。胴部ハケメ後ミガキ、下端ヘ
ラナデ。底部ヘラナデ。
内面：口縁部上半ヨコナデ、下半ハケメ。胴部～底部ヘラナデ。

第７表　遺物観察表（４）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SD- ２ ７
土師器
壺

口径：－
底径：15.7
器高：<2.0>

①良好　②にぶい黄橙 /にぶい黄橙　　
③石英、白色粒、褐色粒　　　　　　　
④底部

外面：底部ヘラナデ、指ナデ。
内面：底部ヘラナデ、指ナデ。

SK- １ １
縄文土器
浅鉢

底径：10.0
①やや良好 ②橙 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒 
④胴部下半～底部 1/1

平底。
外面：縦位ミガキ。
内面：ナデ。

中期後葉。

SK- ２

１
縄文土器
深鉢

口径：(44.2)
①やや良好 ②暗褐 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/3

平口縁。
外面：口縁部を隆帯で S字状区画→区画内に撚糸紋 (L) →隆帯脇に
沈線。隆帯上に沈線で両頭蕨手文。胴部に撚糸紋 (L) →隆帯で渦巻
文等。内面：横位ナデ。

加曽利 EⅡ式。

２
縄文土器
深鉢

底径：11.0
①やや良好 ②橙 
③石英・白色岩粒 
④胴部下半 3/4、底部 1/1

浅い上底。
外面：複節縄紋 (RLR) → 2 条 1 対の隆帯で縦位区画・単隆帯で蛇行
垂下文。内面：縦位ミガキ。底面：網代痕。

加曽利 EⅡ式。

３
縄文土器
深鉢

口径：(19.4)
①良好 ②にぶい橙 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒
④口縁部～胴部 1/4

平口縁。外面：単節縄紋 (LR) →口唇部下・頸部をヘラ状工具によ
る 2条 1対の沈線で横位区画→口唇部下沈線間に同様の工具による
刺突列。口縁部・胴部に同沈線で縦位波状文等。内面：口縁部横位
ミガキ、胴部縦位ミガキ。

中期後葉。

４
縄文土器
深鉢

口径：(10.8)
①良好 ②明赤褐 
③石英・角閃石・白色岩粒 
④口縁部 1/4

平口縁。
外面：撚糸紋 (L) →丸頭状工具による沈線で横位区画、渦巻文等。
内面：横位ミガキ。

中期後葉。

５
縄文土器
深鉢

口径：(21.4)
①やや不良 ②明褐
③石英・白色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/4

平口縁。外面：口縁部を隆帯で連弧状区画→角頭状工具による沈線
で楕円状区画→区画内に集合短沈線。胴部を隆帯で縦位・弧状区画
→弧状区画内を同沈線で縦位区画→矢羽状沈線。内面：口縁部斜位
ミガキ、胴部縦位ミガキ。

中期後葉。

６
縄文土器
深鉢

口径：(29.7)
①やや良好 ②明赤褐
③石英・片岩白色岩粒・赤色岩粒 
④口縁部 1/8

平口縁。外面：単節縄紋 (RL) →丸頭状工具による沈線で縦位矢羽
状文→波状隆帯で頸部を横位区画→口縁部・胴部を小波状隆帯で縦
位区画→口唇部下の縦位区画間を小波状隆帯で連結。内面：粗い横
位ミガキ。

中期後葉。

７
縄文土器
深鉢

口径：(22.8)
①やや良好 ②明赤褐 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒 
④口縁部 1/6

平口縁。外面：2条 1対の隆帯で頸部を横位区画→櫛歯状工具によ
る条線→口唇部下を 2条 1対の隆帯で横位、口縁部を波状隆帯で縦
位区画。内面：粗い横位ミガキ。

中期後葉。

８
縄文土器
浅鉢

－
①良好 ②橙 
③石英・白色岩粒・赤色岩粒 
④口縁部～胴部 1/4

外面：口縁部を隆帯で楕円状区画・渦巻状突起→区画内に単節縄紋
(LR) →隆帯脇に丸頭状工具による沈線。内面：口縁部～胴部上半横
位ミガキ、胴部下半縦位ナデ。

加曽利 EⅡ式。

９
縄文土器
浅鉢

口径：(51.5)
①やや不良 ②明赤褐 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒・赤色岩粒 
④口縁部～胴部 1/8

平口縁。
外面：口唇部下凹線。口縁部～胴部上端横位ミガキ、胴部斜位ミガキ。
内面：器面荒れ。

中期後葉。

10
石器

打製石斧
長さ：10.0　幅 4.0　厚さ 1.6　重さ 97.4g　／石材：頁岩。

11
石器

打製石斧
長さ：8.3　幅 3.5　厚さ 1.4　重さ 52.7g　／石材：頁岩。

12
石器

磨製石斧
長さ：5.1　幅 3.3　厚さ 0.9　重さ 30.1g　／石材：緑色岩類。

13
石器
凹石

長さ：13.4　幅 8.2　厚さ 5.3　重さ 858.6g　／石材：安山岩。

14
石器
敲石

長さ：5.2　幅 5.3　厚さ 4.4　重さ 165.0g　／石材：安山岩。

15
石器
多孔石

長さ：29.7　幅 21.7　厚さ 13.2　重さ 12350.0g　／石材：安山岩。

SK- ４

１
須恵器
坏

口径：10.5
底径：5.2
器高：3.1

①酸化焔　②にぶい黄橙 /にぶい黄橙　
③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　　　
④ 1/2

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り未調整。
内面：轆轤整形。

２
鉄製品

棒状鉄製品
長さ：<6.0>　幅：0.7　厚さ：0.3　重さ：2.83g　／残存：上端部欠損。

SK- ６

１
縄文土器
深鉢

口径：(21.0)
①やや良好 ②明黄褐 
③角閃石・石英・白色岩粒 
④口縁部 3/4

波状口縁。外面：口唇部下を隆帯で弧状区画→区画内に尖頭状工具
による刺突列。ヘラ状工具による 2条 1対の沈線で円文・舌状文→
空白部に単節縄紋 (LR)。内面：横位ミガキ。

加曽利 EⅣ式。

２
縄文土器
深鉢

口径：23.4
①やや良好 ②明黄褐 ③石英・白色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/2

平口縁。外面：口唇部下を隆帯で弧状区画→ヘラ状工具による 2条
1対の沈線で縦位区画→縦位区画内に無節縄紋 (L)。内面：横位ミ
ガキ。

加曽利 EⅤ式。

３
縄文土器
深鉢

口径：(31.6)
①やや良好 ②明黄褐 
③石英・白色岩粒 
④口縁部～胴部 1/2

平口縁。外面：口唇部下を隆帯で横位区画→丸頭状工具による 2条
1対の沈線で縦位区画→区画内に無節縄紋 (L)。内面：横位ミガキ。

加曽利 EⅣ式～
称名寺Ⅰ式。

４
縄文土器
注口土器

口径：(7.7)
①不良 ②浅黄 
③石英 
④口縁部 1/1

平口縁。注口。
外面：横位橋状把手。屈曲部に微隆起線紋。
内面。器面荒れ。

加曽利 EⅣ式～
称名寺Ⅰ式。

５
縄文土器

蓋
口径：(7.7)
器高：2.0

①不良 ②浅黄 
③石英 
④ 1/3

穿孔。内外面：ナデ。赤彩痕。
加曽利 EⅣ式～
称名寺Ⅰ式。

６
土製品
円盤

－ ①不良 ②明黄褐 ③石英・白色岩粒
表面：沈線・単節縄紋 (LR)。裏面：器面荒れ。長さ：4.3・幅 3.7・
厚さ 1.0・重さ 16.7g。

中期後葉～後期
初頭

７
石器
凹石

長さ：10.2　幅 7.7　厚さ 5.7　重さ 629.6g　／石材：安山岩。

８
石器
凹石

長さ：11.7　幅 6.8　厚さ 4.7　重さ 482.4g　／石材：安山岩。

９
石器
凹石

長さ：12.0　幅 10.8　厚さ 7.3　重さ 1259.7g　／石材：安山岩。

10
石器
凹石

長さ：14.6　幅 8.0　厚さ 4.7　重さ 762.5g　／石材：安山岩。

11
石器
石皿

長さ：31.1　幅 22.5　厚さ 7.6　重さ 5150.0g　／石材：安山岩。

第８表　遺物観察表（５）
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遺構名 番号 器種 法量(㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

SK- ６

12
石器
石皿

長さ：20.5　幅 14.8　厚さ 5.8　重さ 1181.0g　／石材：安山岩。

13
石器
多孔石

長さ：23.0　幅 17.8　厚さ 8.7　重さ 3725.0g　／石材：安山岩。

14
石器
多孔石

長さ：33.1　幅 30.9　厚さ 13.2　重さ 15750.0g　／石材：安山岩。

SK-19

１
縄文土器
深鉢

口径：(29.2)
①良好 ②明赤褐 
③石英・白色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/3

平口縁。外面：口縁部を隆帯で渦巻繋ぎ弧状に区画→区画内に角頭
状工具による集合短沈線。胴部を波状隆帯で横位区画→隆帯で縦位
区画→無節縄紋 (L)。内面：口頸部横位ミガキ、胴部縦位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

２
縄文土器
深鉢

－
①良好 ②にぶい黄橙 ③石英 ④口縁部
～胴部上端片

波状口縁。外面：口縁部に隆帯・凹線で渦巻文・楕円状区画→口縁
部区画内・胴部に単節縄紋 (LR) →丸頭状工具による沈線。内面：口
縁部横位ミガキ、胴部縦位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

３
石器
石錐

長さ：4.9　幅 1.1　厚さ 0.9　重さ 4.9g　／石材：黒曜石。

４
石器
石匙

長さ：7.8　幅 3.3　厚さ 1.1　重さ 30.9g　／石材：頁岩。

５
石器
打斧

長さ：10.3　幅 4.2　厚さ 1.8　重さ 106.2g　／石材：頁岩。

６
石器
凹石

長さ：13.0　幅 5.0　厚さ 3.2　重さ 265.3g　／石材：安山岩。

７
石器
凹石

長さ：11.8　幅 9.9　厚さ 7.4　重さ 1231.0g　／石材：安山岩。

SK-20 １
石器
磨斧

長さ：7.1　幅 5.5　厚さ 2.3　重さ 135.4g　／石材：緑色岩類。

SK-21 １
縄文土器
深鉢

口径：16.5
①やや不良 ②橙 
③石英・白色岩粒 
④口縁部～胴部上半 1/1

小波状口縁。外面：口縁部を隆帯で連弧状区画→区画内に丸頭状工
具による集合短沈線→隆帯脇に沈線。胴部に単節縄紋 (RL)。内面：
口縁部器面荒れ、胴部縦位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

SK-23 １
縄文土器
深鉢

－
①やや良好 ②橙 
③石英・白色岩粒 
④胴部上半 3/4

外面：無節縄紋 (L) →丸頭状工具による 3条 1対の沈線で縦位区画
→区画間に同沈線で横位長楕円文→長楕円文間に 3条 1対の短沈線
→楕円文内・沈線間に角頭状工具による細沈線。内面：斜位ミガキ。

加曽利 EⅡ式。

SK-24 １
縄文土器
深鉢

口径：(33.6)
①良好 ②橙 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒・赤色岩粒 
④口縁部～胴部 1/3

平口縁。
外面：丸頭状工具による沈線で逆Ｕ字文・蕨手状懸垂文。沈線間に
複節縄紋 (RLR)。内面：口縁部横位ミガキ、胴部縦位ミガキ。

加曽利 EⅢ式。

SK-26 １
石器
石鏃

長さ：3.4　幅 2.6　厚さ 1.0　重さ 8.0g　／石材：黒色安山岩。

SK-33

１
縄文土器
深鉢

口径：(23.8)
①やや不良 ②明赤褐 ③石英・黒色鉱物・
白色岩粒・赤色岩粒 ④口縁部～胴部 1/4

平口縁。外面：渦巻状突起。単節縄紋 (RL) →半截竹管状工具によ
る平行沈線で横位区画、対弧文・渦巻文等。内面：口縁部粗い横位
ミガキ、胴部器面荒れ。

諸磯ｂ式。

２
石器
凹石

長さ：13.2　幅 12.3　厚さ 7.7　重さ 1398.2g　／石材：安山岩。

SK-39 １
石器
石鏃

長さ：2.3　幅 1.9　厚さ 0.5　重さ 1.3g　／石材：黒曜石。

SK-44 １
石器
凹石

長さ：15.3　幅 8.5　厚さ 4.5　重さ 723.7g　／石材：安山岩。

SK-47

１
縄文土器
深鉢

底径：8.2
①やや良好 ②橙 
③角閃石・石英・白色岩粒・赤色岩粒 
④胴部下半 1/3、底部 1/1

平底。
外面：縦位ミガキ。
内面：斜位ナデ。

２
縄文土器
深鉢

－
①やや良好 ②明黄褐 
③石英・黒色鉱物・白色岩粒
④突起

鳥獣状突起。内外面：隆帯でＳ字状・渦巻状文。 称名寺Ⅰ式

P- ５ １
灰釉陶器

碗

口径：－
底径：9.2
器高：<4.6>

①還元焔　②灰黄 /灰黄、釉：灰オリー
ブ　③黒色鉱物、白色粒　　　　　　　
④体部～高台部

外面：轆轤整形。底部切り離し、高台貼付後回転ナデ。
内面：轆轤整形。

灰釉漬け掛け。
内面に重ね焼き
痕あり。

第９表　遺物観察表（６）

遺構名

土器

瓦 鉄製品
鍛冶関
連遺物
（鉄滓）

土製品 石器・石製品縄文
土器

弥生
土器

土師器 須恵器
灰釉
陶器

陶器・
磁器

SI-１ 8015 20520 234 50 1
スクレイパー（頁2）、打製石斧（頁4）、凹石（安3）、石皿（安1）、剥片・石核（黒12・頁23・
チ1）、石製模造品（滑1）

SI-２ 4432 1097 635 1079 82 89 1 石鏃（黒1）、打製石斧（頁1）、砥石（流1）、剥片・石核（黒8・頁16）

SI-３ 7968 31 2507 219 1 打製石斧（頁1）、剥片・石核（黒5、頁11、チ1）

SI-４ 1016 3 1325 308 23 打製石斧（頁2）、剥片・石核（黒1・頁2）

SI-５ 5883 13 1473 1696 194 3 10 6 石鏃（黒1）、打製石斧（頁7）、スクレイパー（頁1）、剥片・石核（黒36・頁13）、砥石（流1）

SI-６ 360 452 395 74 磨石（安1）、剥片・石核（黒1・頁1）

SI-７ 3503 43 4695 924 330 1 1 打製石斧（頁1）、凹石（1）、剥片・石核（黒19・頁8）

SI-８ 2254 10 3378 2084 2 2 1 凹石（安1）、剥片・石核（黒4・頁4）

SI-９ 2825 9 1497 2030 8 石鏃（黒1）、スクレイパー（頁1）、打製石斧（頁1）、剥片・石核（黒4・頁8）

SI-10 4298 44 1199 827 135 1 1 打製石斧（頁1）、凹石（安1）、剥片・石核（黒4・頁6）、薦網石（安7）

SI-11 1158 7 4744 971 21 1 1 石鏃（チ1）、打製石斧（頁1）、凹石（安1）、剥片・石核（黒16・頁11・チ2）

SI-12 151 2244 44 剥片・石核（黒4）

SI-13 3197 33 1193 519 1 打製石斧（頁2）、多孔石（安1）、砥石（流1）、剥片・石核（頁6）

SI-14 938 5 686 444 11 1 打製石斧（頁2）、剥片・石核（黒1・頁5・チ：2）

SI-15 3610 1034 394 剥片・石核（黒：7・頁：1）

第 10 表　出土遺物量一覧表（１）

※灰釉陶器の帰属年代については、三浦京子 1988 「群馬県における平安時代後期の土器様相」『群馬の考古学』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団を参考にした。
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遺構名

土器

瓦 鉄製品
鍛冶関
連遺物
（鉄滓）

土製品 石器・石製品縄文
土器

弥生
土器

土師器 須恵器
灰釉
陶器

陶器・
磁器

SI-16 8321 30 3726 2128 766 124 3 2 スクレイパー（頁1）、打製石斧（頁1・安1）、剥片・石核（黒20・頁8・チ1）、臼玉（滑1）

SI-17 1769 1439 614 18 5 2 スクレイパー（黒1）、打製石斧（頁2）、多孔石（安1）、剥片・石核（黒6・頁7）、砥石（流1）

SI-18 326 2265 70 261 1 打製石斧（頁2）、剥片・石核（黒1・頁2）

SI-19 3644 29
スクレイパー（頁1）、打製石斧（頁2・安1）、凹石（安1）、棒状礫（片1）、剥片・石核（黒
11・頁4・安2）

SI-20 148 236

SI-21 207 302 972 剥片・石核（頁1）

SI-22 524 571 4 凹石（安4）

SD-１ 303 8 31 3 剥片・石核（頁1）

SD-２ 3768 234 9095 505 15 7 57 1 打製石斧（頁5）、凹石（安3）、磨石（安1）、石皿（片1）、剥片・石核（黒30・頁26）

SK-１ 2115

SK-２ 33445 16 57 7

SK-３ 284 37 7 141 32 剥片・石核（黒1・頁1）

SK-４ 352 77 346 5 1 打製石斧（頁1）、剥片・石核（黒2・頁3）

SK-５ 387 7 44 20 スクレイパー（頁1）、剥片・石核（頁1）

SK-６ 19056 2 2
打製石斧（頁2）、スクレイパー（黒1・頁2・安1）、凹石（安10）、磨石（安2）、石皿（安4）、
多孔石（安2）、台石（安8）、棒状礫（片1）、剥片・石核（黒10・頁6・安4）

SK-７ 177 28 35 135 6 78 16 185 打製石斧（安1）、剥片・石核（頁1・チ1）、砥石（流1）

SK-８ 4320 136 164 石鏃（黒1）、スクレイパー（黒1）、石皿（安1）、剥片・石核（黒17・頁8・チ1・安2）

SK-９ 1275 9 8 打製石斧（頁1）、凹石（安3）、剥片・石核（頁1・安1）

SK-10 288 剥片・石核（黒2・頁1・チ1・安1）

SK-11 105 スクレイパー（頁1）、剥片・石核（黒2・頁1）

SK-12 286 2 スクレイパー（黒1）

SK-13 33 台石（安1）

SK-14 139

SK-15 41

SK-16 39

SK-17 104 スクレイパー（頁1）、剥片・石核（黒2）

SK-18 201 剥片・石核（黒3）

SK-19 1760 スクレイパー（黒1）、剥片・石核（黒4）

SK-21 2294 剥片・石核（黒4・頁2・安1）

SK-23 321

SK-24 2495 剥片・石核（黒2）

SK-25 254 スクレイパー（頁1）、剥片・石核（黒1）

SK-26 83 石鏃未製品（安1）

SK-28 150 59 31 剥片・石核（頁1）

SK-29 75 53

SK-30 182

SK-31 261

SK-32 167 33

SK-33 6046 50 127
スクレイパー（頁1）、凹石（安1）、磨石（安1）、敲石（安1）、剥片・石核（頁3・安1）、砥石
（砂1）

SK-34 317 剥片・石核（頁1）

SK-35 42

SK-36 42 打製石斧（頁1）

SK-37 217 16 7 1

SK-38 71 63

SK-39 1561 35 4 石鏃（黒1）、剥片・石核（黒3）

SK-40 25

SK-41 124 43 39 1 打製石斧（頁1）

SK-42 335 25 剥片・石核（頁1）

SK-43 408 11 5 266 45 スクレイパー（頁1）、剥片・石核(黒1）

SK-44 715 16 凹石（安1）、磨石（安1）

SK-45 1690 2 剥片・石核（黒1）

SK-46 83 2

SK-47 1573 石鏃未製品（黒1）、剥片・石核（黒2・頁3）

SK-48 436 スクレイパー（黒1）、凹石（安1）、剥片・石核（黒2・頁2）

SK-49 24 29 剥片・石核（黒4）

SK-50 111 6

P-１ 33 72

P-２ 591

P-３ 50

P-４ 6

P-５ 189

P-６ 223

P-７ 14 9 剥片・石核（黒1・頁1）

遺構外 23953 11 1177 2476 37 297 64 1

石鏃（黒1）、スクレイパー（黒2・頁6）、石錐（黒1）、石匙（頁1）、打製石斧（頁6・安4）、磨

製石斧（緑色岩類1）、凹石（安1）、磨石（安3）、棒状礫（片1）、剥片・石核（黒79・頁27・安

12・鉄石英1）、砥石（流2・砂1）

第 11 表　出土遺物量一覧表（２）

※土器・瓦は重さ（g）、鉄製品・鍛冶関連遺物・土製品・石器・石製品は点数で示してある。　黒：黒曜石 頁：頁岩 安：安山岩 チ：チャート 片：片岩 流：流紋岩 滑：滑石 砂：砂岩



－ 4 6－

Ⅵ　まとめ

諸磯ｂ式

加曾利 EⅡ式

加曾利 EⅢ式

加曾利 EⅣ

称名寺Ⅰ式

加曾利 EⅣ～称名寺Ⅰ式

縄文時代中期後葉

第 40 図　縄文時代遺構分布図

弥生時代後期

古墳時代中期

８～９世紀

10 世紀

古墳時代～ As-B 降下以前

As-B 降下以降

第 41 図　弥生時代以降遺構分布図

　今回の調査では縄文時代～ As-B降下以降にわたる遺

構・遺物が検出された。ここでは、第Ⅴ章で述べた事実

記載に若干の補足を加え、各時代の遺構変遷を明らかに

しまとめとしたい。

　Ⅰ期：縄文時代前期後半（諸磯ｂ式）。調査区北側で

検出された SK-33が該当する。当該期の遺構は本遺構１

基のみである。Ⅱ a ～Ⅱ c 期：縄文時代中期後葉（加曾

利 E Ⅱ～ E Ⅳ式）。Ⅱ a 期は SI-19、SK- ２・19・21・23、

Ⅱ b 期は SK-12・24、Ⅱ c 期は SK-45 が該当する。他に

第１～３表において縄文時代としたものの多くは出土遺

物から縄文時代中期後葉に帰属するものと考えられる。

これらの土坑は調査区中央に密な分布が認められる。Ⅲ

期：縄文時代後期初頭（称名寺Ⅰ式）。SK-47が該当する。

なお、加曾利 E Ⅳ式～称名寺Ⅰ式とした SK-６について

も本段階に含まれるものとしたい。Ⅳ期：弥生時代後期（樽式）。SI-２が該当する。当該期の遺構は本遺

構１基のみである。Ⅴ期：古墳時代中期。SI-１・３・９、SD-２が該当する。住居跡は調査区北側で検出

された。SD-２は調査区内で L 字に屈曲する大型の溝である。SI-１・３・９と何らかの有機的な関係が想

定されるが今回の調査では明らかにすることができなかった。Ⅵ a・Ⅵｂ期：奈良平安時代（８～ 10世紀）。

Ⅵ a 期は SI- ８・12・13・15 が該当する。Ⅵｂ期は SI- ４・５・６・７・10・11・14・16・17・18・21・22

が該当する。検出された住居跡では当該期のものが最も

多く調査区全域に分布する。Ⅶ期：As-B降下以降。SK-３・

４・５・７・41が該当する。これらの土坑は南北方向

に４～５ｍの間隔を保ち配置されている点、平面形態・

断面形態が一致している点から同時期に機能していたこ

とが想定される。ただし、出土遺物がほとんど認められ

ず性格については不明である。

　以上、今回の調査で検出された遺構をⅠ～Ⅶ期に分類

した。本遺跡が立地する八幡台地では、縄文時代草創期

から後期の遺構・遺物が検出されており、特に中期後葉

～後期中葉に帰属する集落が多く認められる。また、弥

生時代後期・古墳時代中期には、碓氷峠から関東平野に

入る交通の要衝としての地勢を背景として大規模な集落

が形成されていたことが知られている。律令期における

集落の形成には東山道駅路・片岡郡との関連が指摘され

ており、特に片岡郡の存在を示す事例は近年蓄積されつつある。今回検出された各時代の遺構は既往の調査

において得られた調査成果を補完する事例であるといえよう。
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剣崎稲荷塚遺跡

烏川

碓氷川

遺跡の位置と周辺の地形（1999年国土地理院撮影）

国土地理院ホームページ「地図・空中写真閲覧サービス」を利用し、一部改変



ＰＬ 2

調査区全景（上が西）

調査区遠景（東から）
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SD －２号溝（東から）

SI－１号住居跡（北から） SI－１号住居跡カマド（北から）

SI－３号住居跡（北から） SI－４号住居跡（西から）



ＰＬ 4

SI －５号・６号住居跡（西から） SI－７号住居跡（西から）

SI－８号住居跡（西から） SI－ 10 号住居跡カマド礫出土状況（西から）

SI－ 11 号住居跡（西から） SI－ 11 号住居跡カマド２（西から）

SI－ 12 号住居跡（西から） SI－ 14 号住居跡（西から）



ＰＬ 5

SI － 16 号住居跡（西から） SI－ 16 号住居跡カマド３（西から）

SI－ 17 号住居跡（東から） SI－ 18 号住居跡（西から）

SI－ 19 号住居跡（南から） SI－ 21 号住居跡（北から）

SI－ 21 号住居跡遺物出土状況（北から） 古代住居跡群掘方（SI－５号住居跡周辺、北から）



ＰＬ 6

SD －１号溝（西から） SD－２号溝（西から）

SD－２号溝西端（A-A′）土層堆積状況（東から） SD－２号溝北東端（B-B′）土層堆積状況（南から）

SD－２号溝遺物出土状況（東から） SD－２号溝大礫出土状況（北から）

SD－２号溝出土大礫 SK－１号土坑（南から）
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SK －２号土坑遺物出土状況（南から） SK－２号土坑炉跡土層断面（東から）

SK －４号土坑（西から） SK－６号土坑（西から）

SK － 19 号土坑（東から） SK－ 23 号土坑（北から）

縄文時代土坑覆土堆積状況（SK－９号土坑、東から） 縄文時代土坑群（西から）
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SI‐１‐１

SI‐１‐２

SI‐１‐３

SI‐１‐４ SI‐１‐５
SI‐１‐６

SI‐１‐７

SI‐１‐８

SI‐１‐９

SI‐１‐15

SI‐１‐10

SI‐１‐11

SI‐１‐12

SI‐１‐13 SI‐１‐14

SI‐１‐16

SI‐１‐17

SI‐２‐１

SI‐２‐２

SI‐２‐３

住居跡出土遺物（１）
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住居跡出土遺物（２）

SI‐３‐１ SI‐３‐２
SI‐３‐３

SI‐４‐１

SI‐５‐１

SI‐５‐２

SI‐５‐３

SI‐５‐４

SI‐６‐１

SI‐６‐２

SI‐６‐３

SI‐７‐１

SI‐７‐２

SI‐７‐３

SI‐７‐４ SI‐７‐５
SI‐７‐６

SI‐７‐７

SI‐７‐８

SI‐７‐９
SI‐７‐10 SI‐７‐11

SI‐８‐１

SI‐８‐２

SI‐８‐３
SI‐８‐４ SI‐８‐５ SI‐８‐６

SI‐８‐８

SI‐８‐７

SI‐８‐９

SI‐８‐10

SI‐８‐11

SI‐８‐12

SI‐８‐13

SI‐９‐１

SI‐10‐１ SI‐10‐２

SI‐11‐１

SI‐11‐２ SI‐11‐３

SI‐11‐４
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住居跡出土遺物（３）

SI‐12‐１

SI‐12‐２

SI‐13‐１

SI‐13‐２

SI‐13‐３

SI‐13‐４

SI‐13‐５
SI‐13‐６

SI‐13‐７

SI‐14‐１

SI‐14‐２

SI‐15‐１

SI‐16‐１

SI‐16‐２

SI‐16‐３

SI‐16‐４

SI‐16‐５

SI‐16‐６

SI‐16‐７

SI‐16‐８

SI‐16‐９

SI‐16‐10

SI‐16‐11

SI‐17‐１

SI‐17‐２
SI‐17‐３

SI‐17‐４

SI‐18‐１

SI‐18‐２

SI‐18‐３

SI‐18‐４

SI‐18‐５

SI‐21‐１ SI‐21‐２
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住居跡出土遺物（４）

溝跡出土遺物

土坑・ピット出土遺物（１）

SI‐19‐１
SI‐19‐２

SI‐21‐３

SI‐21‐４

SI‐21‐５

SI‐21‐６
SI‐21‐７ SI‐22‐１

SD‐２‐１ SD‐２‐２ SD‐２‐３ SD‐２‐４

SD‐２‐５

SD‐２‐６

SD‐２‐７

SK‐１‐１
SK‐２‐２

SK‐２‐４
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土坑・ピット出土遺物（２）

SK‐２‐１

SK‐２‐５

SK‐２‐６ SK‐２‐７

SK‐２‐３

SK‐２‐９

SK‐２‐10
SK‐２‐11

SK‐２‐12 SK‐２‐14

SK‐２‐13

SK‐２‐８

SK‐２‐15

SK‐４‐１

SK‐４‐２

SK‐６‐１

SK‐６‐２
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土坑・ピット出土遺物（３）

SK‐６‐３

SK‐６‐５

SK‐６‐４

SK‐６‐６

SK‐６‐７

SK‐６‐８ SK‐６‐９

SK‐６‐10

SK‐６‐11

SK‐６‐12

SK‐６‐14

SK‐19‐２ SK‐19‐３

SK‐19‐４

SK‐19‐５

SK‐６‐13
SK‐19‐６

SK‐19‐７

SK‐20‐１
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土坑・ピット出土遺物（４）

SK‐19‐１

SK‐21‐１

SK‐23‐１

SK‐24‐１

SK‐33‐１

SK‐26‐１

SK‐33‐２

SK‐44‐１

SK‐39‐１

SK‐47‐１
SK‐47‐２

SP‐５‐１
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